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2012 年 10 月 13 日（土）と 14 日（日）の 2 日間にわたり，

広島修道大学において第 21 回研究発表大会が開催されまし

た．昨年に引き続き，今回も 155 件の口頭発表と 33 件のポス

ター発表という盛会となりました．参加者も 362 人（有料入

場者）と過去最大数を数え，懇親会も大盛況でした．大会を

運営していただいた中国支部長の岩井哲先生および川瀬正樹

先生を始めとする広島修道大学の方々，当日お集まりいただ

いた学会員の方々に，深く感謝申し上げます． 

本年度は KAGIS との共同国際シンポジウム開催年に当たり

ます．韓国からは 18 名の参加者があり，国際シンポジウムで

は 10 本の発表が行われました． 

両日に渡り，9つの特別セッションも昨年同様に開催されま

した．1日目には「地方自治体における地理空間情報の新た

な活用方法について」，「マイクロジオデータの普及と都市・

地域分析での利活用」，「FOSS4G 日本語ローカライズの現状

と課題」「社会経済データの研究における利活用 1・2」の 5

つが，2日目には「持続安定的な地域の情報基盤確保に向け

て～アカデミック地域情報サポーターズクラブ」，「日本学

術会議の地理基礎・歴史基礎必修化の提言と学校におけるGIS

教育」，「人の流れに関するデータ計測，整備，利用を横断

的に考える」，「震災時の経験を基にした GIS を用いた行政

支援の可能性」の 4つが行われ，いずれも盛況でした．なお

本年は，全ての特別セッションを，非会員の方でも入場して

頂けるオープンセッションとしました． 

ハンズオンセッションも，今年は 2つ開催されました．1日

目は「Rで GIS」，2日目は「マイクロジオデータ講習会」が

それぞれ開催され，いずれも予約で満員となり，参加者には

大変好評でした． 

1 日目夕刻には，別会場であるひろしま国際ホテルに移動し，

盛大な懇親会が開催されました．こちらの方も合計 118 名の

方にご参加いただき，盛況となりました．団長で KAGIS 前会

長の Jo Myunghee 先生の挨拶と乾杯の後，多くの参加者が瀬

戸内の魚を始めとする様々な料理に舌鼓を打ちました．KAGIS 

 

 

 

 

からはお酒とお菓子のお土産も頂き，懇親会会場で，皆で頂

きました．その後，学会賞の授賞式，次期開催校からの挨拶

などが行われました． 

閉会式では，大会優秀発表賞 8本，本年度から設けられた

ポスターセッション賞 4本の発表が行われました．閉会式に

参加した受賞者には，それぞれ大きな拍手が送られました． 

来年度の研究発表大会は，慶応義塾大学において開催され

ます．日程とキャンパスは未定ですが，開催日と参加手続き

は，いずれも本年度とほぼ同様の日程となる予定です．来年

度も，多くの方々の積極的なご参加をお待ちしております． 
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 特別セッション(1)                    
地方自治体における地理空間情報の新たな活用方法について                  
                         オーガナイザー：青木 和人   

本特別セッションでは，地方自治体における地理空間情報

の新たな活用方法について３件の話題提供を受け，それに関

するディスカッションも行われました． 

最初に，昨年まで島根県土木事務所で道路工事等の許認可

業務に携わっておられた井上氏が通行規制マップの共有化に

ついて話題提供をされました．現在道路管理者から提供され

る道路工事や通行規制に関する情報は，管理主体ごとにホー

ムページで提供されていますが，利用者視点からそれを一括

して確認できる共通のベースマップが必要で，特に大規模災

害時においては正確な移動情報の提供は避難，支援両面から

も重要であるとの説明がなされました．次に東京都北区の和

田氏は，政府の高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部

（ＩＴ戦略本部）が出した電子行政オープンデータ戦略につ

いて，北区のコミュニティバスを例にその必要性と，他方で

行政の持つ様々な情報を機械判読が可能で２次利用が容易な

形式で公開することの難しさを説明されました．最後に有限

会社ジーリサーチ代表取締役の今井氏は，自治体の GIS は各

業務での空間情報の蓄積が不十分であり，印刷に主眼をおい

た未だ紙地図利用の延長線上にあると指摘されました．スマ

ホやタブレット端末の普及で GIS を容易に持ち歩きできるよ

うになったことや，SNS など常時利用できる情報ツールの登

場で，それらのツールを駆使するための訓練が必要であるこ

とを説明されました．また，小学校の登校時の課題に対して

PTA とともに取り組んでいる事例を用いて，GIS が，地域住民

が地域を知るためのツールとして有用であることを実証的に

説明されました． 

続くディスカッションは首都大学東京の玉川氏の司会で進

められ，まずパネラーの伊藤氏（国土交通省）より，自治体

GISを担う人材育成のためのプログラムを構築事例の紹介と，

通行規制マップに関しては，同様のサービスが既にある中で，

国が新たに道路情報発信のための共有基盤を構築することは

困難であると述べられました．またパネラーの平岡氏（東広

島市）は，住民視点として電子情報のオープン化に期待する

と述べられました．パネラーの野間氏（防府市）は，平成２

１年度の防府市での豪雨災害の経験から，道路情報の提供の

重要さと難しさについて述べられ，また庁内情報の横断利用

については技術的な課題よりも職員の心理的な側面が強く影

響を及ぼしていることを述べられました． 

その後，会場からも幾つかの意見があり，最後に鎌田氏（国

土交通大学校）が，道路規制の提供や情報提供のオープンデ

ータ化においては，提供する情報の責任と，その情報により

判断される国民一人ひとりの行動の責任は，別であることを

免責事項として明確に示す必要があり，この責任分化の姿勢

は住民協働など新たな公共の場においても同じであるとの意

見を述べられました． 

自治体における情報提供のあり方，情報を扱う人材育成，

更には地域を考えるための GIS の活用という，自治体 GIS に 

 

 

 

 

 

とっての重要なテーマが語られたセッションでした． 

（文責：浅野 和仁） 

 
 Session B-1 土地利用                  

                      司会：山下 潤   

本セッションでは以下の５件が報告されました． 

Estoque & Murayama論文では，フィリピンのバギオ市を事

例地域とし，1988・1998両年の土地利用図をもとに，エコロ

ジカル・プランニングで活用されている適性分析を基礎とし

たGEOMODモデルを用いて，2009年の市街地・非市街地の分布

を推定しました．その上で，この推定値と2009年の土地利用

図を比較し，その差異を詳細に検討しました． 

山下（亜）論文では，ソウル，台北，ジャカルタの３都市

を対象に，1920・30年代から2000年頃までの約百年間の土地

利用変化が，標高帯や傾斜帯ごとに特化係数を用いて検討さ

れ，地形の影響を受け，各都市が独自の変化を遂げているこ

とが示されました． 

Manrique & Yamamoto論文では，青森市を対象として，1991

年から1997年までの土地利用の10分類ごとの変化がマルコフ

連鎖の遷移行列と，バス停・医療機関等への近接性や地価等

の従属変数で構成されるロジットモデルを用いて検討されま

した． 

Quian & Jiang論文では，農業関連産業を５分類し，ジニ係

数やEllison-Glaeser指数等を用いて，2000年から2009年まで

の集積度を検討し，各産業とも2007年以降，集積度が薄まる

傾向にあることを指摘しました．山下（潤）論文では，スウ

ェーデン・デンマーク間のエーレスンド地域を対象とし，2005

年以降の海峡を跨ぐ二国間都市圏の形成が検討された結果，

2010年時点でも，そのような都市圏が形成されていないこと

と，移動者の業種によるフィルタリングが二国間都市圏形成

の障害となっていることを明らかにされました． 

上記の５件が，英語と日本語で交互に報告されたにもかか

わらず，各報告とも聴衆者と活発な議論が交わされたことか

ら，今後土地利用や交通分野でGISを活用した研究の深化が期

待されます． 

 

 Session C-1 防災（情報整備）               

                                         司会：王尾 和寿  

防災（情報整備）では，震災や竜巻などの災害時における

情報整備と活用について，５件の発表が行われました． 

李他論文は，つくば市での竜巻災害の対応のために，eコ

ミュニティ・プラットフォームを活用した災害ボランティア

センターの運営事例を通じて地理空間情報の活用と効果を述

べたものです．地理空間情報をベースにした，ボランティア

活動ニーズや活動状況の管理，支援団体間での情報共有の有

効性が示唆されました． 

卯田他論文では，これまでの災害時における罹災証明発行

に関しての課題を整理するなかで，全住民位置情報の構築の

重要性を明らかにし，実際に福島県相馬市において罹災証明

システムを構築・運用した過程が研究報告されました．これ
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らを通じて災害時のみでなく，事前に全住民位置情報を整備

しておく事の有用性が示されるとともに，作業量の膨大さや

更新作業に関しての課題も指摘されました． 

長谷川他論文は，わが国で通常用いられている住居表示方

式としての街区方式の特徴と関連させて，現状のアドレスマ

ッチングが有する問題点と解決方策について述べられました．

論文中で示された保育所へのアクセシビリティ計測等のよう

に，必ずしも家屋を一意に特定する必要がない場合では，候

補家屋が複数あることをアドレスマッチング用データベース

に追加することにより，利用者側に有用な判断材料を提供で

きることが示されました． 

関本他論文では，東日本大震災の復興支援調査について，

GIS データを含めた詳細データの記録を残し，広く利用でき

るようにした調査成果のアーカイブ化についての研究報告が

成されました．写真画像や GIS データ，表データなどから構

成される 200GByte 強のアーカイブは，個人情報や一定の品質

を保証できない一部のものを除いて，原則公開とされ商用利

用も認められるなど，今後の有効利用が大いに期待されます． 

王尾他論文では，茨城県のつくば市を対象に，住民組織で

ある区会（自治会）を対象に，震災時における情報入手と伝

達方法の特性に関しての発表が成されました．主に土地利用

から類型化された５地区と，震災被害状況および情報入手と

伝達方法との関係が考察され，地区別の特性が示されました． 

 

 Session D-1 データ作成(1)               

                       司会：奥秋 恵子    

本セッションでは，データ作成に関する４件の発表があり

ました． 

前川他論文では，空中写真から建物輪郭を抽出する際の欠

落してしまうエッジを補間する方法を報告しました．画像か

らノイズを除去し，建物の領域を表すデータを作成すること

が目的です．建物の輪郭を形成するエッジに間隙があった場

合，Hough変換による補間方式で直線を補うという研究でした．

共同研究者からもより詳しい説明がありました． 

仙石他論文は，建物形状を単純化するという方法で建物同

定の高速化を図るという研究でした．作成時点の異なるデー

タを比較し，経年変化を得るための建物同定を目的としてい

ます．形状の違いや図形のずれがあるため，単純にデータを

比較できないという問題を，建物ポリゴンデータをモデル化

し比較するという手法で解決したものです．興味を持たれた

方も多く，活発な質疑応答がなされました． 

池田他論文でも，新旧の建造物を比較し同定する手法が説

明されました．新旧データを比較することにより築年数を求

めることができるという着眼点により，作成されたデータの

利用可能性が感じられました．本研究では，図形のずれや回

転によるものの，形状比較の閾値を求めたものです．これに

より地図作成側のミスもパターン化することが可能になった

ことも，より有効な点だと思われます．共同研究者からも研

究についての詳しい説明がありました． 

奥秋論文では，道路形状のポリゴンから道路幅員属性を持

つ中心線を発生する手法が説明されました．残念ながら，会

場のプロジェクターにＰＣの画面が投影されないというアク

シデントにより，口頭での発表になりました．ティーセン分

割により作成した中心線に，道路形状内側に発生された道路

を横断するライン長から幅員を求めるという方法でした．ま

た，道路ポリゴンに発生させる頂点の位置により，中心線の

形状を正確に作成できることを示しました． 

 

 Session E-1 データ精度                 

                        司会：今井 龍一  

本セッションでは，５編の講演論文の発表・討議が行われ

ました．この５編は，屋内空間の３次元 GIS（E-1-1）および

道路の大縮尺地図の調製（E-1-2）の“地図の精度”と，町丁

目単位の将来人口推計（E-1-3），屋内空間の動体（E-1-4）お

よび自動車の走行履歴（E-1-5）の“地理空間情報の精度”と

に大別できる講演論文でした． 

“地図の精度”に係わる講演論文として，E-1-1 では設計

図から作成した屋内空間の３次元 GIS データと現地測量結果

とを用いて精度を検証し，設計図を用いたデータ作成の注意

点が考察されました．E-1-2 では，調製方法や仕様の異なる

２種類の大縮尺の道路地図の親和性を分析し，地図調製・更

新の適用可能性が考察されました． 

次に“地理空間情報の精度”に係わる講演論文として，E-1-3

では千葉県柏市の統計調査データを用いて町丁目単位の将来

人口を推計し，実際の人口や既存手法による推計値を用いて，

考案した手法の精度や課題が考察されました．E-1-4 では，

動体計測センサーを用いて飲食店の空席状況を計測し，時間

経過による空席要因の分析結果を反映した空席情報共有シス

テムが提案されました．E-1-5 では，スマートフォンおよび

CAN ロガーを用いて収集した走行履歴を大縮尺道路地図や道

路ネットワークに重ね合わせ，車線単位の測位や交通現象解

明の可能性が考察されました． 

初日午前の１番目のセッションでしたが，30 名以上の参加

者で活発な討議が行われました． 

 

 Session F-1 歴史・考古(1)                          

                    司会：村尾 吉章   

本セッションでは，歴史学・考古学分野への GIS 技術の適

用に関する５件の研究報告がありました． 

田中論文では，城下町の歴史景観の保存状況などを定量的

に示す指標として絵図と現在の地図を比較することによる街

路の残存度に着目し，残存率・占有率という指標を定義する

ことにより得られた意義と効果について，研究成果が発表さ

れました． 

石田他論文では，現代の地形図と絵図を組み合わせること

による景観復元と３Ｄ都市モデル構築により，江戸時代のな

にわを対象とした３次元景観シミュレーションの成果が発表

されました． 

杉原他論文では，平面図からの屋根形状の自動３Ｄ化の試

みにより，古代建物を対象とした３Ｄモデルの簡易作成手法

についての研究成果が発表されました． 

市川論文では，前期難波宮について，これまでの調査成果

を重ね合わせることにより，現在想定されている建物位置が

実際の遺構の場所からややずれていることを明らかにし，ま

た，都城建設当時の古地形図の再現を試みて，当時の土地状

況についての検討結果が報告されました． 

村尾他論文では，遺構発掘成果を整理するための遺構情報

モデルをシステム化する作業工程として，モデルの RDB への
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実装方法が整理され，特に，当モデルで定義されている編年

時間参照系については空間属性と同様に，RDB の提供する

UDT/UDF を用いた実装が適していることが示されました． 

このように，対象を歴史・考古としつつも GIS 技術が多岐

にわたって利用されており，それぞれの独自性が発揮された

報告から GIS 技術の適用範囲の広さを改めて認識することが

できました．また，質疑応答も活発に行われ，これら応用分

野に対する関心の高さと重要性を確認することができました． 

 

 特別セッション(2)                    
 マイクロジオデータの普及と都市・地域分析での利活用     
                    司会：秋山 祐樹  

昨年に引き続き今年もマイクロジオデータに関する特別セ

ッションを開催しました． 

今年は私の他にマイクロジオデータを用いた研究を実施し

ている研究者２名と，今後マイクロジオデータの活用が期待

されるフィールドとして広島市佐伯区の地域起こし推進課の

方をお招きしてご講演頂きました．また講演後は講演者４名

に加えて民間企業の方も加えた形でパネルディスカッション

を実施し，マイクロジオデータの利活用方法について活発な

議論が交わされました．参加人数も昨年を上回る 80～90 名と

なり，マイクロジオデータへの注目の高まりを感じました． 

参加者から頂いたアンケートからは参加者の多くからその

内容に満足した，期待通りのものだったと高い評価を頂いて

いることが分かりました．一方でデータの入手方法や具体的

な利用方法・加工方法が知りたいなどの要望や，研究会のホ

ームページに関する問い合わせ，またディスカッションの時

間が不十分であった，などの課題も明らかになりました．今

後こうした参加者の声を元に問題点を改善するとともに，研

究会の活動を増々活発にしていきたいと考えています．なお

来年度も同様のセッション設置を検討しています．また GIS

学会以外の場でも研究会を開催していますので研究会ホーム

ページを御覧下さい．今後のマイクロジオデータ研究会の活

動にご期待下さい． 

 

 特別セッション(3)                     
 FOSS4G 日本語ローカライズの現状と課題                  
               オーガナイザー：嘉山 陽一  

本セッションでは 5 件の発表が行われた後にパネルディス

カッションが行われました.司会は農業環境技術研究所の岩

崎氏にお願いして進行を行いました. 

・QuantumGIS 日本語化の現状と課題 嘉山陽一 朝日航洋(株) 

近年国内での利用例が増加しているオープンソースのデス

クトップGIS QuantumGISの日本語ローカライズの過程と現状

についてレポートしました. 

・SAGA の日本語ローカライズについて 平松孝晋 アジア航測

(株) 

豊富なラスタ解析アルゴリズムを持つオープンソース GIS

であるSAGA GISの機能紹介とローカライズについて解説され

ました. 

・eコミマップのインターナショナライズとローカライズ 臼

田裕一郎 (独）防災科学技術研究所 

(独)防災科学技術研究所で作成されたオープンソースの防

災活動支援オンライン地図ツール「e コミマップ」を国際化

する事例が紹介されました. 

・FOSS4G 製品タイプによるパッケージローカライズケースス

タディ 林博文 応用技術株式会社 

  OSGeo4W インストーラ,デスクトップ系アプリ GRASS-GIS, 

Andorid 系アプリ gvSIGmini,GeoPaparazzi,WebGIS 系 

MapGuideOpenSourceを例に日本語ローカライズ事例が紹介さ

れました. 

・FOSS4G の普及・活用に向けた OSGeo-Live の開発とローカ

ライズ  瀬戸寿一 立命館大学 

 OSGeo-Live という多数の FOSS4G システムが収録された

LiveDVD システムの開発過程と国際化に対応するためのロー

カライズについて紹介されました. 

またパネルディスカッション,会場との意見交流では翻訳

作業における用語辞書の整備の重要性についての意見が述べ

られました. 

 

 Session C-2 防災（分析）                                

                    司会：吉村 忠晴  
長尾他論文では，地震被害想定に用いる新たなデータの構

築を目的に，2007 年新潟県中越沖地震における柏崎市の建物

要素を考慮した被害率を算出し，町丁目単位で被害率と推定

地震動分布の相関についての検証が行われました．質疑では

地盤の違いなども踏まえたより精緻な分析を期待するコメン

トがありました． 

佐山他論文では，移動の軌跡がわかる GPS の記録を用いて

震災時の個人の行動を推測した事例が紹介され，今後は大災

害時における人々の避難行動のシミュレーションモデルの開

発を行い，防災に役立てていくという方向性が示されました．

質疑では GPS の記録を用いた震災直後のより詳細な避難行動

の分析を求める意見と個人情報の取り扱いに対する懸念が出

されました． 

川村他論文では，都市開発と災害への社会的脆弱性の解明

を目的に，小樽市を対象に都市内部の津波浸水地域における

土地利用や人口，就業者数の変化についての詳細な分析が報

告されました．今後，分析結果をもとに津波災害の危険性を

考慮した都市計画・防災計画の策定に寄与しようとするもの

でありました．質疑では津波浸水地域において住宅建設が進

んでいることに関する質問がありました． 

熊谷他論文（発表者は安野）では，樹木群の延焼遮断の特

性を街区内と街区間の両面から調査し，樹木群の幅や建物間

の距離といった空間特性と延焼遮断効果との関係が分析され

ました．質疑では，樹木の高さや樹種，樹木の密度といった

パラメータを加えたより詳細な分析を期待するコメントがあ

りました． 

吉村他論文では，いわき駅周辺を対象に東日本大震災前後

の落書きの分布を比較と震災直後の落書きの増加と震災の影

響との関連についての検討が行われました．震災直後には監

視性が低下し，より悪質な落書きが増加したことが報告され

ました．質疑では住民などによる落書きに対する組織的な取

り組みの有無についての質問がありました． 

 

 Session D-2 データ作成(2)                

                            司会：内田 修   

本セッションは，移動体計測車両で取得されたレーザー点

群データを用いたデータ作成技術に関するセッションで，４
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実装方法が整理され，特に，当モデルで定義されている編年

時間参照系については空間属性と同様に，RDB の提供する

UDT/UDF を用いた実装が適していることが示されました． 

このように，対象を歴史・考古としつつも GIS 技術が多岐

にわたって利用されており，それぞれの独自性が発揮された

報告から GIS 技術の適用範囲の広さを改めて認識することが

できました．また，質疑応答も活発に行われ，これら応用分

野に対する関心の高さと重要性を確認することができました． 

 

 特別セッション(2)                    
 マイクロジオデータの普及と都市・地域分析での利活用     
                    司会：秋山 祐樹  

昨年に引き続き今年もマイクロジオデータに関する特別セ

ッションを開催しました． 

今年は私の他にマイクロジオデータを用いた研究を実施し

ている研究者２名と，今後マイクロジオデータの活用が期待

されるフィールドとして広島市佐伯区の地域起こし推進課の

方をお招きしてご講演頂きました．また講演後は講演者４名

に加えて民間企業の方も加えた形でパネルディスカッション

を実施し，マイクロジオデータの利活用方法について活発な

議論が交わされました．参加人数も昨年を上回る 80～90 名と

なり，マイクロジオデータへの注目の高まりを感じました． 

参加者から頂いたアンケートからは参加者の多くからその

内容に満足した，期待通りのものだったと高い評価を頂いて

いることが分かりました．一方でデータの入手方法や具体的

な利用方法・加工方法が知りたいなどの要望や，研究会のホ

ームページに関する問い合わせ，またディスカッションの時

間が不十分であった，などの課題も明らかになりました．今

後こうした参加者の声を元に問題点を改善するとともに，研

究会の活動を増々活発にしていきたいと考えています．なお

来年度も同様のセッション設置を検討しています．また GIS

学会以外の場でも研究会を開催していますので研究会ホーム

ページを御覧下さい．今後のマイクロジオデータ研究会の活

動にご期待下さい． 

 

 特別セッション(3)                     
 FOSS4G 日本語ローカライズの現状と課題                  
               オーガナイザー：嘉山 陽一  

本セッションでは 5 件の発表が行われた後にパネルディス

カッションが行われました.司会は農業環境技術研究所の岩

崎氏にお願いして進行を行いました. 

・QuantumGIS 日本語化の現状と課題 嘉山陽一 朝日航洋(株) 

近年国内での利用例が増加しているオープンソースのデス

クトップGIS QuantumGISの日本語ローカライズの過程と現状

についてレポートしました. 

・SAGA の日本語ローカライズについて 平松孝晋 アジア航測

(株) 

豊富なラスタ解析アルゴリズムを持つオープンソース GIS

であるSAGA GISの機能紹介とローカライズについて解説され

ました. 

・eコミマップのインターナショナライズとローカライズ 臼

田裕一郎 (独）防災科学技術研究所 

(独)防災科学技術研究所で作成されたオープンソースの防

災活動支援オンライン地図ツール「e コミマップ」を国際化

する事例が紹介されました. 

・FOSS4G 製品タイプによるパッケージローカライズケースス

タディ 林博文 応用技術株式会社 

  OSGeo4W インストーラ,デスクトップ系アプリ GRASS-GIS, 

Andorid 系アプリ gvSIGmini,GeoPaparazzi,WebGIS 系 

MapGuideOpenSourceを例に日本語ローカライズ事例が紹介さ

れました. 

・FOSS4G の普及・活用に向けた OSGeo-Live の開発とローカ

ライズ  瀬戸寿一 立命館大学 

 OSGeo-Live という多数の FOSS4G システムが収録された

LiveDVD システムの開発過程と国際化に対応するためのロー

カライズについて紹介されました. 

またパネルディスカッション,会場との意見交流では翻訳

作業における用語辞書の整備の重要性についての意見が述べ

られました. 

 

 Session C-2 防災（分析）                                

                    司会：吉村 忠晴  
長尾他論文では，地震被害想定に用いる新たなデータの構

築を目的に，2007 年新潟県中越沖地震における柏崎市の建物

要素を考慮した被害率を算出し，町丁目単位で被害率と推定

地震動分布の相関についての検証が行われました．質疑では

地盤の違いなども踏まえたより精緻な分析を期待するコメン

トがありました． 

佐山他論文では，移動の軌跡がわかる GPS の記録を用いて

震災時の個人の行動を推測した事例が紹介され，今後は大災

害時における人々の避難行動のシミュレーションモデルの開

発を行い，防災に役立てていくという方向性が示されました．

質疑では GPS の記録を用いた震災直後のより詳細な避難行動

の分析を求める意見と個人情報の取り扱いに対する懸念が出

されました． 

川村他論文では，都市開発と災害への社会的脆弱性の解明

を目的に，小樽市を対象に都市内部の津波浸水地域における

土地利用や人口，就業者数の変化についての詳細な分析が報

告されました．今後，分析結果をもとに津波災害の危険性を

考慮した都市計画・防災計画の策定に寄与しようとするもの

でありました．質疑では津波浸水地域において住宅建設が進

んでいることに関する質問がありました． 

熊谷他論文（発表者は安野）では，樹木群の延焼遮断の特

性を街区内と街区間の両面から調査し，樹木群の幅や建物間

の距離といった空間特性と延焼遮断効果との関係が分析され

ました．質疑では，樹木の高さや樹種，樹木の密度といった

パラメータを加えたより詳細な分析を期待するコメントがあ

りました． 

吉村他論文では，いわき駅周辺を対象に東日本大震災前後

の落書きの分布を比較と震災直後の落書きの増加と震災の影

響との関連についての検討が行われました．震災直後には監

視性が低下し，より悪質な落書きが増加したことが報告され

ました．質疑では住民などによる落書きに対する組織的な取

り組みの有無についての質問がありました． 

 

 Session D-2 データ作成(2)                

                            司会：内田 修   

本セッションは，移動体計測車両で取得されたレーザー点

群データを用いたデータ作成技術に関するセッションで，４
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件の発表が行われました．2009 年以降より，移動体計測車両

で取得されたレーザー点群データは，道路台帳共用空間デー

タ整備，屋外広告物調査，さらに災害状況調査などの様々な

場面での活用事例として報告されていました．しかしその大

部分は，道路上から計測されたレーザー点群を用いた各種施

設のデータ整備が中心であったといえます． 

今回本セッションでは，線路軌道上から取得したレーザー

点群を用いた線路沿線設備のデータ整備の報告がなされ，鉄

道分野におけるレーザー点群データの有効性が示されました．

今後は，鉄道・河川などの道路以外への展開が期待されます． 

レーザー点群の処理技術に目を向けると，本セッションで

道路中心線，道路境界線，街路樹，建物壁面など対象情報を

自動抽出する処理技術の報告が行われました．まだ実用化に

はかなりの段階を要すると感じますが，大変興味深い研究で

す． 

このように，レーザー点群データの鉄道場面での活用事例

や自動抽出技術など多種に渡る発表があったこともあって，

すべての発表において会場から多数の質問があり，発表者と

会場の間で活発な質疑応答が行われました． 

このことを考えてもレーザー点群データは，現在注目のデ

ータでありことがわかり，しかし大量高密度なデータである

が故，どのような場面に利用できるか，どのような情報が抽

出できるかを，アンテナを広げ情報収集している状況と感じ

ます． 

 

 Session E-2 理論                      

                          司会：貞広 幸雄    

本セッションでは，「空間統計モデルを用いた公示地価・都

道府県地価調査の評価地点の配置問題」「数値標高モデルを用

いた特徴点抽出方法の検討」「オブジェクト間の時間関係の遷

移パターン」「三次元地図の解析分野等での利用について」「オ

ブジェクト指向空間解析：空間オブジェクト分布間関係の汎

用的解析手法」という 5件の発表が行われた． 

データ精度とデータ取得費用との関係，部分的に得られた

データからの有用な情報抽出，データの中での時間的位相関

係の定義，都市域の 3 次元データ活用，空間分布間の関係分

析と，発表内容は多岐に渡り，参加者も情報科学，地理学の

研究者から，地図，GIS システムの開発者まで様々であった． 

道具としての GIS という認識が広がり，ソフトウェアは 20

年前と比べて遙かに多様な利用者を獲得している． 

しかし，GIS の理論的側面には，研究課題が未だ多数，残

されている． 

GIS を利用していると，データ取得，管理，操作，分析，

可視化の各段階で，様々な問題が発生し，疑問が生ずる．ど

のくらいデータを取れば十分な精度を得られるのか，どの補

間手法を使えば良いのか，空間・時間関係はどのように定義・

分類すれば良いのか．こうした疑問に答えるために，今後も

GIS 理論研究を継続する必要があることを再認識させられる

セッションであった． 

 

 Session F-2 歴史・考古(2)                

                          司会：佐藤 正志   

本セッションの各発表とも，デジタル化やデータベース構

築に取り組んだ意欲的な研究成果が報告されていました． 

セッション中，土地利用の変遷や都市化動向に関わる報告

が３件あったことは，都市に関わる諸分野の研究利用におけ

る GIS 利用やデータ応用を展望する上で重要な意義を持つも

のであると感じます．また,GIS を利用したデータ構築を進め

ることで，歴史的景観の復元や人間活動，環境変化にも応用

できるものと考えられます． 

文化・芸術に関わる２件の発表は，作品のデジタルアーカ

イブ化における GIS の利用意義を示す先駆的な取り組みでし

たが,今後も継続したデータベース作成と並び，GIS による情

報発信や分析等への応用に関する研究の発展性も期待できる

ものでした．本セッションの各報告者には，報告発表を踏ま

え今後研究論文等で成果を公表されることを強く期待します． 

一方で，各報告とも対象とした歴史事象が発生した背景や

要因に関する考察や検討が弱かったように感じられました．

もちろんデータベース構築や景観の再現等の作業は GIS を利

用した歴史・考古事象の研究進展には重要なものですが，構

築されたデータをどのように利活用すべきか，また GIS を用

いた分析（特に距離や空間関係といった GIS 独自の特性）の

有用性はどこにあるのか，といった点も示す必要があるので

はないでしょうか．加えて，GIS による研究成果を各分野の

既存の理論，概念，解釈と照らし合わせることで，新たな知

見を提示することも要望したいと思います．今後歴史事象に

関する GIS を用いた研究を進展させる上で，以上の課題を乗

り越えた目覚ましい研究成果報告を期待しています． 

 

 特別セッション（4-5）                 
 社会経済データの研究における利活用 1-2         
               オーガナイザー：貞広 幸雄・貞広 斎子  

近年，収入・支出推計やジオデモグラフィクスデータなど，

社会経済データの普及が急速に進みつつある．こうしたデー

タは，マーケティングでの利用を想定したものが多いですが，

研究上も有用であるものが少なくない．そこで本セッション

では，様々な利活用例を通じて，社会経済データの研究面で

の有用性を評価しようと試みた． 

本セッションでは，「社会経済データに基づく地域分類の比

較検証」「東京都区部における外国人居住のジオデモグラフィ

クス」「保健医療支出からみた地区類型に関する一考察」「居

住者属性分類を用いた広域的土地利用把握の試み」「検索エン

ジンを用いた都道府県のマッピング」「東京都内の世帯の居住

関連消費支出の傾向に関する基礎分析」「社会経済的および人

口地理的要因からみた学校外補習学習費の支出傾向分析」「経

済学関連分野における GIS 活用の現状と課題」「時系列売上推

定データを用いた食料品店の閉店確率予測モデル」という 9

件の発表が行われた． 

各発表で使用されたデータは極めて多岐に渡り，参加者も

多様で，活発な議論が交わされた． 

議論の中では，社会経済データの有用性を評価する反面，

その信憑性や品質に対する否定的な意見も見られた．精度の

明示されていない推計データを研究で利用すると，研究成果

自体の信頼性を問われることになる．今後は，データの品質

に関する議論をさらに継続する必要がある． 
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 Session B-3 国際シンポジウム(1)            

                     司会：山本 佳世子  

国際シンポジウム(1)では 4 件の研究報告が行われ，その内

訳は，マラウイに関する報告が 1 件，韓国地理情報研究学会

の会員の方々による報告が 4 件でした．本セッションでは，

日本の地理情報システム学会の会員の皆様から多くの質問や

コメントが寄せられ，将来的には国際共同研究や比較研究を

行うことが期待できる意見交換や議論を行うことができまし

た． 

Kondwani G. Muntali 他論文は，マラウイの Dzalanyama 森

林の保全と森林面積の変化の将来の動向に関する研究であり，

Spatial Agent Model を用いて 2030 年までの 10 年間ごとに

土地被覆の将来予測を行っていました．また森林面積の減少

の要因として，森林を伐採して作り出す木炭の価格変動の影

響が少なくないことが示されたことが興味深い点でした．研

究成果をもとに，森林保全を今後どのように進めるべきか提

案することが期待されます． 

Seong-Joon Kim 他論文は，韓国南部の Yongdam ダムの流域

における水文学への気候変動の影響について，三層構造を持

つ Grid-based Modeling によって評価する研究でした．現段

階の研究成果としては，上記のモデルを用いて 2040 年代と

2080 年代の表面流出量を予測しており，将来的には気候変動

の環境影響評価を行うとともに，政策的提言に寄与する可能

性が示唆されました． 

Yun-Jae Chhoung 他論文は，衛星画像から韓国における詳

細な河川流域のデータを抽出する手法を提案することを目的

とした研究でした．提案した手法を用いて，韓国東部の

Nakdong 川の流長約 40km の区域を研究対象地域として，大小

様々な規模の河川を抽出するとともに，研究対象地域全域に

おける土地利用被覆を把握した結果が紹介されていました．

今後は，韓国全域における河川の流域管理の基盤となる手法

としての確立が望まれます． 

Kon Joon Bhang 他論文は，自然環境情報の GIS データセッ

トを用いて 7 つのパラメータを設定し，韓国における地すべ

りの地域危険度評価を行う手法を提案することを目的とした

研究でした．韓国では山地の面積割合が多く，大規模な降雨

に伴う地すべりが頻発しており，このことが二次災害を引き

起こすことが問題になっているため，将来的には研究成果を

もとに地域防災計画に提言を行うことが期待できる報告でし

た． 

 

 Session C-3 防災（リスク分析）              

                          司会：井上 亮   

セッションでは，テロ攻撃・環境汚染・地震災害に対する

リスク評価について，計５件の発表が行われました． 

Greger は，テロリズムによる都市の脆弱性評価を行う方法

論を提示し，東京都心部を対象に，爆発物を搭載した車両に

よるテロ攻撃というシナリオに対する脆弱性評価の例を示し

ました． 

石井・山本は，廃棄物焼却炉から発生するダイオキシン類

が環境に与える影響を，大気拡散モデルを用いて分析を行っ

ています．広域の拡散を分析するモデルを用いて，東京都内

のダイオキシン沈着量の空間分布を示しています． 

沖・大佛は，木造密集地域における避難安全性評価のため，

建物倒壊・市街地火災を考慮した避難行動シミュレーション

を行っています．2 時点の状況を設定した分析から，木密事

業によって市街地不燃化・耐震化は進んでいるものの，道路

閉塞率の低下には寄与していないことを指摘しています． 

濱田・大佛は，大地震発生時の帰宅困難者について 3 種類

の定義を示した上で，平・休日の時刻別の空間分布や，移動

目的別・滞在施設別・性別・年齢区分別に帰宅困難者数を推

定しています．帰宅困難者の定義によっては，帰宅困難者数

は休日の方が多くなる場合があることを示し，休日の地震発

生を想定した対策の必要性を訴えています． 

熊谷他は，地震発生時の避難の可否を町丁目単位で分析す

る方法を提案し，大阪府寝屋川市を対象に分析例を示してい

ます．建物倒壊に伴う道路閉塞や，避難所の収容可能人数を

考慮した分析を通して，避難可能性からみた災害に脆弱な地

域を抽出しました． 

 

 Session D-3 データ取得(1)                    

                      司会：米川 雅士  

本セッションではデータ取得１と題して「太陽光発電日射

評価への詳細地理情報の適用と検証」「高品質 DSM 生成のため

のステレオマッチング特性評価システム」「空中写真の精密オ

ルソ化に対応する電子透かし方式」「自動オルソ化に向けた空

中写真の新しい高精度測位アルゴリズムの提案」の４件につ

いて発表され，各発表とも将来の GIS について考えられた技

術的観点から研究が進められています． 

１件目の「太陽光発電日射評価への詳細地理情報の適用と

検証」は将来のエネルギー問題に不可欠な太陽光発電の予測

と評価をどれだけ効率かつ詳細に GIS で予測ができるか，実

験をおこないその結果を報告されています． 

２件目の「高品質 DSM 生成のためのステレオマッチング特

性評価システム」は人間がおこなう作業の自動化を目指し，

高品質 DSM 作成の手法について研究について報告されていま

す． 

３件目の「空中写真の精密オルソ化に対応する電子透かし

方式」はネットワークの発達した現代社会において重要な問

題である空中写真の著作権について，自動的に電子透かしを

付加する手法について研究について報告がされています． 

４件目の「自動オルソ化に向けた空中写真の新しい高精度

測位アルゴリズムの提案」は，安価な自動航法ラジコンヘリ

コプターを作成し自動オルソ化に向けた高精度な位置情報を

付加させた空中写真の取得方法について報告がされています． 

また，会場には多くの傍聴者がおり各発表とも終了後には

各登壇者に多くの質問が寄せられ 20 分の質疑応答時間では

足りない盛況ぶりでした． 

 

 Session E-3 システム開発(1)                

                      司会：藤田 秀之   

武市他論文では，誰もが簡単に地図情報を作成・公開・共

有することを目的に，各ユーザが地図情報をテーマごとにレ

イヤー単位で作成し，「フォロー」した他のユーザによるレイ

ヤーを自分の地図に重ねるといった，ソーシャルな機能を持

つ地図情報共有システムを開発し，ユーザスタディに基づく

改善を行いました． 

熊谷他論文では，商業施設等を訪れたグループ内で，施設
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沖・大佛は，木造密集地域における避難安全性評価のため，

建物倒壊・市街地火災を考慮した避難行動シミュレーション

を行っています．2 時点の状況を設定した分析から，木密事

業によって市街地不燃化・耐震化は進んでいるものの，道路

閉塞率の低下には寄与していないことを指摘しています． 

濱田・大佛は，大地震発生時の帰宅困難者について 3 種類

の定義を示した上で，平・休日の時刻別の空間分布や，移動

目的別・滞在施設別・性別・年齢区分別に帰宅困難者数を推

定しています．帰宅困難者の定義によっては，帰宅困難者数

は休日の方が多くなる場合があることを示し，休日の地震発

生を想定した対策の必要性を訴えています． 

熊谷他は，地震発生時の避難の可否を町丁目単位で分析す

る方法を提案し，大阪府寝屋川市を対象に分析例を示してい

ます．建物倒壊に伴う道路閉塞や，避難所の収容可能人数を

考慮した分析を通して，避難可能性からみた災害に脆弱な地

域を抽出しました． 

 

 Session D-3 データ取得(1)                    

                      司会：米川 雅士  

本セッションではデータ取得１と題して「太陽光発電日射

評価への詳細地理情報の適用と検証」「高品質 DSM 生成のため

のステレオマッチング特性評価システム」「空中写真の精密オ

ルソ化に対応する電子透かし方式」「自動オルソ化に向けた空

中写真の新しい高精度測位アルゴリズムの提案」の４件につ

いて発表され，各発表とも将来の GIS について考えられた技

術的観点から研究が進められています． 

１件目の「太陽光発電日射評価への詳細地理情報の適用と

検証」は将来のエネルギー問題に不可欠な太陽光発電の予測

と評価をどれだけ効率かつ詳細に GIS で予測ができるか，実

験をおこないその結果を報告されています． 

２件目の「高品質 DSM 生成のためのステレオマッチング特

性評価システム」は人間がおこなう作業の自動化を目指し，

高品質 DSM 作成の手法について研究について報告されていま

す． 

３件目の「空中写真の精密オルソ化に対応する電子透かし

方式」はネットワークの発達した現代社会において重要な問

題である空中写真の著作権について，自動的に電子透かしを

付加する手法について研究について報告がされています． 

４件目の「自動オルソ化に向けた空中写真の新しい高精度

測位アルゴリズムの提案」は，安価な自動航法ラジコンヘリ

コプターを作成し自動オルソ化に向けた高精度な位置情報を

付加させた空中写真の取得方法について報告がされています． 

また，会場には多くの傍聴者がおり各発表とも終了後には

各登壇者に多くの質問が寄せられ 20 分の質疑応答時間では

足りない盛況ぶりでした． 

 

 Session E-3 システム開発(1)                

                      司会：藤田 秀之   

武市他論文では，誰もが簡単に地図情報を作成・公開・共

有することを目的に，各ユーザが地図情報をテーマごとにレ

イヤー単位で作成し，「フォロー」した他のユーザによるレイ

ヤーを自分の地図に重ねるといった，ソーシャルな機能を持

つ地図情報共有システムを開発し，ユーザスタディに基づく

改善を行いました． 

熊谷他論文では，商業施設等を訪れたグループ内で，施設
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内での互いの現在位置を共有することを目的に，テキストメ

ッセージや IMES で取得した屋内位置情報をグループ内でリ

アルタイムに共有するシステムを開発し，IMES 発信機を設置

した施設内で実証実験を行って有用性を確認し，課題をまと

めました． 

古川他論文では，鉄道の点検業務等で撮影される大量の写

真の管理や活用を目的に，GPS 搭載タブレット端末で撮影し

た写真を，鉄道業務に用いられる位置情報であるキロ程で管

理し，周辺システムとの連携を実現するシステムを開発して

実証実験を行い，平常時の点検業務に加え，異常時の復旧作

業におけるリアルタイムな情報共有にも有効であることを報

告しました． 

木實論文では，参加者による情報収集のみならず，問題発

見，タスク定義，理解進化を支援する参加型のフィールド情

報環境の概念を提案し，これに基づいて，調査の専門家では

ないユーザが，スマートフォン上で空間範囲を指定して質問

文を散布し，位置情報付きの回答を収集するシステムを開発

しました． 

藤田他論文では，ストーリー形式の地図コンテンツの制作

支援を目的に，位置情報付き写真によるスライドショーを制

作ツールを開発してユーザスタディを行い，作成されたスラ

イドショーの写真の並びと，各フレームの場所や撮影時刻に

着目した分析結果を応用して，写真の空間配置に基づくスラ

イドショー編集支援機能を提案しました． 

 

 Session F-3 移動データ(1)                

                           司会：関本 義秀  

近年，人の移動に関する研究が増えています．とくに，あ

る分野，あるコンテクストに絞った詳細な分析と，それに対

応したデータソースの選択，自らの計測というのは今後も重

要なトピックになると思います． 

まず，石原他の「Twitter からの震災時の行動経路および

交通情報の自動抽出と可視化」では，東日本大震災時に発信

された Tweet から機械学習等を行い，被災者の行動経路およ

び交通情報を自動抽出する手法の提案があり，再現率の低下

に対しては，地名辞典の充実等の今後の課題が挙げられまし

た． 

また，柴崎他の「長期に渡る携帯ナビ移動履歴を用いたユ

ーザの生活スタイル推定手法の検討」では，携帯端末の 1 年

間に渡る GPS 履歴を用いて月日，時間帯，位置の 3 つの枠組

みから，集団と個人それぞれに着目して可視化，長期に渡る

移動履歴から生活移動履歴から生活移動履歴から生活パター

ンを抽出するためにユーザの行動パターンの有無および長期

的な移動履歴からどのような生活パターンを見い出すことが

できるかの提案がありました． 

次に，川瀬他の「GPS ログを用いた観覧行動推定方法の改

善」では，実際に多摩動物園で被験者の観察状況をビデオカ

メラでも撮影して真値を取得し，観覧者の位置，速度等から

の各動物を実際に観察しているか否かのモデルの構築手法を

提案がありました． 

最後に，羽田野他の「GPS データを用いた商業集積地来訪者

の行動パターン抽出方法の検討」では，上の柴崎他と同じデ

ータを用いて，各人の滞在地，トリップの抽出を行い，とく

に，商業集積地における OD パターンを家，職場，商業集積地，

その他などの中で各トリップチェーンの発生確率などを求め，

将来予測に役立てようという提案がありました．  

 

 Session B-4 国際シンポジウム(2)              

                     司会：秋山 祐樹  

本セッションでは5名からの研究発表が行われました．4名

は韓国から1名は日本からの参加でした．発表内容は河川管理

や都市気候（ヒートアイランド）といった比較的マクロな領

域を対象とした研究から，都市域における特定業種の施設配

置に関する内容，更には都市空間での歩行者のウォーカビリ

ティ（歩行のしやすさ）といったミクロなスケールの研究ま

で多岐に渡っていました．またパーソントリップデータをオ

ンラインで提供・分析するシステムの開発といった研究も見

られました．特に都市域における施設の最適配置や歩行者の

ウォーカビリティは我が国でも課題となっており，それらが

韓国でも同様に注目されていることは興味深いことでした． 

また韓国でも我が国同様，空間的に比較的詳細なGISデータ

や統計がかなり整備されており，このことは我が国でこれま

でに実施されてきた研究手法の韓国での適用（あるいはその

逆も）といった展開も考えられるのではないか，と感じまし

た． 

なお今回GIS学会では初めての司会を担当させて頂いたの

ですが，何とか無事進行は出来たものの，まだまだ自身の英

語力や司会者としての段取りは不十分だと感じました．今後

も英語力の上達など精進して参りますので，またの機会には

仰せ付け下さればと思います． 

最後に一点残念だった事として，聴衆の多くが韓国からの

参加者，あるいは留学生であり，日本人が非常に少なかった

ように見えたことです．次回日本で国際シンポジウムが開催

される際には，皆様是非ご参加下さい．特に学生の皆様にと

っては日本で国際学会を体験出来る良い機会になるかと思い

ます． 

 

 Session C-4 防災（防災計画）             

                     司会：田口 仁   

防災・減災を実現するためには，いかに平時から準備をし

ておくのかが鍵となります．本セッションでは，そのための

地理情報を用いた多様な研究が 5件報告されました． 

1 番目の深田・橋本は，平時の防災活動の基盤的な地図デ

ータであるハザードマップの作成方法について，プロジェク

トマネジメント手法と呼ばれるアプローチを適用する事例が

報告されました． 

2 番目の月原他は，避難経路や避難人数を考慮した洪水ハ

ザードマップの作成手法の開発について報告されました． 

3 番目の佐藤他は，事前復興の視点から GIS の利用可能性

について検討した内容が報告されました． 

4 番目の有馬他は，アンケート結果に基づいた自助対策の

空間的な差異を分析し，自助対策の向上に資する研究が報告

されました．最後に，司会である田口からは，岐阜県を対象

にしたハザードマップガイドラインの策定について報告しま

した． 

東日本大震災を受けて，各地で被害想定の見直しやハザー

ドマップの更新など，防災対策検討が活発に進められており，

地理情報の分野は重要な役割を果たします．次回大会におい
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ても，より多くの発表と活発な議論を期待したいと考えてい

ます． 

 Session D-4 データ取得(2)               

                     司会：佐藤 俊明  

本セッションでは5件の口頭発表があり，その内容は多岐に

渡るものでした． 

清水他論文（D-4-1）は，屋内における，写真測量技術を応

用した自己位置推定と加速度センサ・ジャイロセンサによる

移動推定に関する検証・研究報告でした．多種なセンサを搭

載したスマートフォンやタブレットPCなどが爆発的に普及し

てきている中で，様々な自己位置取得方法が考えられ，この

ような検証・研究を幅広く行っていくことは重要と考えます． 

笹尾他論文（D-4-2）では，スマートフォンとタブレットPC

を用いたフィールドワークにおける固定タグ（あらかじめ設

置されているタグ）と共有タグ（現場で作成・共有が可能な

タグ）の参照行為の違いを実証実験とアンケートにより明確

にしたとの報告がありました．フィールドワークにおける調

査手法などに資する研究で今後の更なる進展に期待します． 

大野他論文（D-4-3）は，加速度センサ，感圧センサおよび

CO2センサを用いて電車の混雑状況を把握する参加型センシ

ングに関する発表でした．現在，小型のセンサが多く存在し，

このようなセンサを用いた様々なアプローチにより，より有

効で，多くの観測方法を見出し，そのデータを共有すること

によって新たな知見を得ていくことは重要と考えます． 

小林他論文（D-4-4)は，地震被害予測に必要な上水道管路

の高精度な延長分布推定方法の提案でした．DID内では，道路

網をそのまま上水道管路とすると，その延長と実延長とには

強い相関があるとのことでした．また，DID外でも，道路網と

建物位置から管路延長を推定したところ，実延長との間に比

較的強い相関が認められるとのことでした．今回は柏崎市に

よるものでしたが，今後も研究・検証を重ね，他地域での実

用化に期待します． 

佐藤他論文（D-4-5)は，車載パノラマ写真の景観評価への

応用可能性に関する内容でした．今回は，パノラマ写真の色

相による道路景観のシーケンス性抽出の可能性に関してでし

たが，彩度と明度に関しての検証や，更にはレーザ点群を用

いたシーケンス性抽出可能性の検討を行っていくことが重要

と考えます． 

 

 

 Session E-4 システム開発(2)                 

                            司会：倉田 陽平  

吉村他論文は，過疎地域において移動販売車を介して高齢

者見守りを実現するための，業者・住民・行政担当者が利用

する情報ツールを提案した．それぞれの主体が使い続けたく

なるための動機づけをどうするか，聴衆との間で活発な議論

が繰り広げられた． 

臼井他論文は，災害に備え，地域の要援護者・援護者の情

報を平時から収集していくためのツールについて報告した．

自治会など地域住民自らがデータを収集し，さらに更新を続

けていくために，エクセルをベースに簡単に利用できるツー

ルにする工夫が述べられた． 

山田他論文は，地域情報の蓄積・共有を支援する場として，

Twitter のつぶやきをマッピングし，閲覧できるようにした

ツールを提案した．住民・観光客それぞれの利用者を想定し，

つぶやきに対し「知らなかった」「行きたい」というボタンを

用意したのが独創的であった． 

角本他論文は，一回のデータ入力によって，役所の各部署

に提出する複数書類を自動作成できる仕組みを提起し，東日

本大震災の罹災申請処理に適用した事例を報告した．人を減

らすためではなく，業務の質を向上させる効率化が大事，と

する主張が印象的であった． 

倉田論文は，web 上で旅行プランの作成を対話的に行うこ

とのできるシステムを紹介した．最新版では冒頭画面におい

て好みの旅行スタイルを選択すると，それに応じた嗜好設定

が自動的になされ，好みのプランにより早く近づけるような

工夫が導入された． 

 

 Session F-4 移動データ(2)               

                           司会：木實 新一   

本セッションでは，人の移動データを有効に収集・可視化・

利用するための手法に関する最新の研究内容について４件の

発表が行われました． 

杉森・関本・金杉・大伴他は，クラウドソーシングサイト

を用いて海外の移動データを簡易的に収集する手法について

議論しました．提案手法に基づいてデリー，ジャカルタ，ナ

イロビの移動データを実際に収集し，同手法を有効活用する

うえで考慮すべき問題を整理しました． 

上山・秋山・柴崎他は，大規模な移動データを効果的に可

視化するためのMobmapシステムを提案し，実際に大規模な移

動データを用いて災害時の人の流れや商圏の可視化を行った

結果について報告しました． 

金杉・関本・黒川・渡邉・村松・柴崎他は，携帯電話基地

局の通信履歴(CDR)と過去のGPS情報を利用して移動経路を推

定する手法を提案し，実際の移動データを用いた評価を行い

提案手法の有効性を議論しました． 

大野・関本・中村・Teerayut・柴崎他は，長期間にわたる

大規模な移動データを利用して移動経路を推定する手法につ

いて述べました．この手法に基づいて交通手段等も推定でき

る可能性があり，将来的には，生のままでは使いにくい移動

データを適切に有効活用することのできる環境の実現につな

がることが期待されます． 

 

 特別セッション(6)                     
      地域の情報基盤に対して大学関係者のできること    
 アカデミック地域情報サポーターズクラブの活動を通じて   

          オーガナイザー：畑山 満則・関本義秀  

近年の人口減少や予算縮減などの近年の課題を解決しつつ，

地域の活力を保持するためには，各地域の情報基盤の存在は

欠かすことができず，その維持・活性化のためには，大学関

係者に期待される要素は大きいところです．その一方で，大

学関係者が積極的にサポートしていくためにも，政策動向，

技術動向，社会ニーズ等についても，普段からの大学関係者

の横の連携で，情報共有や一定の共通認識をはかることも重

要に思われます． 

そこで，本ワークショップでは，1 年強実施してきた「ア

カデミック地域情報サポーターズクラブ」その他の活動の取

組紹介や，外部の立場から大学関係者に期待したいこと，あ
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ても，より多くの発表と活発な議論を期待したいと考えてい

ます． 

 Session D-4 データ取得(2)               

                     司会：佐藤 俊明  

本セッションでは5件の口頭発表があり，その内容は多岐に

渡るものでした． 

清水他論文（D-4-1）は，屋内における，写真測量技術を応

用した自己位置推定と加速度センサ・ジャイロセンサによる

移動推定に関する検証・研究報告でした．多種なセンサを搭

載したスマートフォンやタブレットPCなどが爆発的に普及し

てきている中で，様々な自己位置取得方法が考えられ，この

ような検証・研究を幅広く行っていくことは重要と考えます． 

笹尾他論文（D-4-2）では，スマートフォンとタブレットPC

を用いたフィールドワークにおける固定タグ（あらかじめ設

置されているタグ）と共有タグ（現場で作成・共有が可能な

タグ）の参照行為の違いを実証実験とアンケートにより明確

にしたとの報告がありました．フィールドワークにおける調

査手法などに資する研究で今後の更なる進展に期待します． 

大野他論文（D-4-3）は，加速度センサ，感圧センサおよび

CO2センサを用いて電車の混雑状況を把握する参加型センシ

ングに関する発表でした．現在，小型のセンサが多く存在し，

このようなセンサを用いた様々なアプローチにより，より有

効で，多くの観測方法を見出し，そのデータを共有すること

によって新たな知見を得ていくことは重要と考えます． 

小林他論文（D-4-4)は，地震被害予測に必要な上水道管路

の高精度な延長分布推定方法の提案でした．DID内では，道路

網をそのまま上水道管路とすると，その延長と実延長とには

強い相関があるとのことでした．また，DID外でも，道路網と

建物位置から管路延長を推定したところ，実延長との間に比

較的強い相関が認められるとのことでした．今回は柏崎市に

よるものでしたが，今後も研究・検証を重ね，他地域での実

用化に期待します． 

佐藤他論文（D-4-5)は，車載パノラマ写真の景観評価への

応用可能性に関する内容でした．今回は，パノラマ写真の色

相による道路景観のシーケンス性抽出の可能性に関してでし

たが，彩度と明度に関しての検証や，更にはレーザ点群を用

いたシーケンス性抽出可能性の検討を行っていくことが重要

と考えます． 

 

 

 Session E-4 システム開発(2)                 

                            司会：倉田 陽平  

吉村他論文は，過疎地域において移動販売車を介して高齢

者見守りを実現するための，業者・住民・行政担当者が利用

する情報ツールを提案した．それぞれの主体が使い続けたく

なるための動機づけをどうするか，聴衆との間で活発な議論

が繰り広げられた． 

臼井他論文は，災害に備え，地域の要援護者・援護者の情

報を平時から収集していくためのツールについて報告した．

自治会など地域住民自らがデータを収集し，さらに更新を続

けていくために，エクセルをベースに簡単に利用できるツー

ルにする工夫が述べられた． 

山田他論文は，地域情報の蓄積・共有を支援する場として，

Twitter のつぶやきをマッピングし，閲覧できるようにした

ツールを提案した．住民・観光客それぞれの利用者を想定し，

つぶやきに対し「知らなかった」「行きたい」というボタンを

用意したのが独創的であった． 

角本他論文は，一回のデータ入力によって，役所の各部署

に提出する複数書類を自動作成できる仕組みを提起し，東日

本大震災の罹災申請処理に適用した事例を報告した．人を減

らすためではなく，業務の質を向上させる効率化が大事，と

する主張が印象的であった． 

倉田論文は，web 上で旅行プランの作成を対話的に行うこ

とのできるシステムを紹介した．最新版では冒頭画面におい

て好みの旅行スタイルを選択すると，それに応じた嗜好設定

が自動的になされ，好みのプランにより早く近づけるような

工夫が導入された． 

 

 Session F-4 移動データ(2)               

                           司会：木實 新一   

本セッションでは，人の移動データを有効に収集・可視化・

利用するための手法に関する最新の研究内容について４件の

発表が行われました． 

杉森・関本・金杉・大伴他は，クラウドソーシングサイト

を用いて海外の移動データを簡易的に収集する手法について

議論しました．提案手法に基づいてデリー，ジャカルタ，ナ

イロビの移動データを実際に収集し，同手法を有効活用する

うえで考慮すべき問題を整理しました． 

上山・秋山・柴崎他は，大規模な移動データを効果的に可

視化するためのMobmapシステムを提案し，実際に大規模な移

動データを用いて災害時の人の流れや商圏の可視化を行った

結果について報告しました． 

金杉・関本・黒川・渡邉・村松・柴崎他は，携帯電話基地

局の通信履歴(CDR)と過去のGPS情報を利用して移動経路を推

定する手法を提案し，実際の移動データを用いた評価を行い

提案手法の有効性を議論しました． 

大野・関本・中村・Teerayut・柴崎他は，長期間にわたる

大規模な移動データを利用して移動経路を推定する手法につ

いて述べました．この手法に基づいて交通手段等も推定でき

る可能性があり，将来的には，生のままでは使いにくい移動

データを適切に有効活用することのできる環境の実現につな

がることが期待されます． 

 

 特別セッション(6)                     
      地域の情報基盤に対して大学関係者のできること    
 アカデミック地域情報サポーターズクラブの活動を通じて   

          オーガナイザー：畑山 満則・関本義秀  

近年の人口減少や予算縮減などの近年の課題を解決しつつ，

地域の活力を保持するためには，各地域の情報基盤の存在は

欠かすことができず，その維持・活性化のためには，大学関

係者に期待される要素は大きいところです．その一方で，大

学関係者が積極的にサポートしていくためにも，政策動向，

技術動向，社会ニーズ等についても，普段からの大学関係者

の横の連携で，情報共有や一定の共通認識をはかることも重

要に思われます． 

そこで，本ワークショップでは，1 年強実施してきた「ア

カデミック地域情報サポーターズクラブ」その他の活動の取

組紹介や，外部の立場から大学関係者に期待したいこと，あ
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るべき方向性などを議論しました．具体的には，畑山，関本

のほか，メンバーである，三谷准教授（九州大学），野々村准

教授（香川大学），浅野准教授（秋田県立大学）と，伊藤氏（国

土交通省国土政策局国土情報課・地理空間情報活用推進官），

平岡氏（広島県東広島市市政情報課），浅野氏（大阪府富田林

市）に登壇頂きました．  

地域から大学の期待される役割としては，出た意見を集約

すると，「実務を進める行政に対しての客観的あるいは大所高

所からの意見の提示」「様々な立場の人が地域にいる中でのフ

ァシリテータとしての役割」「新しい提案などの地域イノベー

タとしての役割」「地域で行われる様々なイベント・事業に対

しての大学生のサポートの期待」などに分けられました．さ

らに，今は優秀な機械（技術者）はあるが，医者が不在の状

況，すなわち各地域の悩みに向き合うことの必要性などの意

見も出ました．一方で，まずはコミュニケーションを活性化

させる場として，なるべく垣根を低くして，緩い付き合いを

広めていくのもよいのではという意見もいくつかあり，例え

ば Facebook の利用なども挙げられていました．いずれにしま

しても，この活動はこの分野に関わる大学人の意識を，とく

に若手のうちから高め，お互いに共有していこうというもの

ですので，もし御興味ありましたら，畑山・関本まで連絡頂

ければと思います． 

 

 Session B-5 教育                   

                     司会：村山 祐司   

このセッションでは，学校教育や大学教育におけるGISの役

割や有用性について5件の発表が行われた． 

山本論文は，これまでの高校現場でのGIS教育の実践を踏ま

えて，高校における空間情報科学のあり方について論じた．

とくに，生徒が主体的にデータ取得や空間分析を行い，その

研究成果を生徒自らが積極的に学会や研究会で発表すること

が学校教育にとって重要なことが強調された． 

近江屋他論文は，日本とフィンランドを事例として，入力

項目支援型WebGISを生徒の活動調査に活用する際の工夫点や

利点，課題について考察した．このWebGISを用いることで，

位置情報を含む比較的多くの情報が正確に得られることや，

国際比較調査に際して各国の生活や文化に配慮した表現方法

が必要なことが指摘された． 

水谷他論文は，茨城県立並木中等教育学校は文部科学省ス

ーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校に採択されたの

を契機に， SSH事業の一環として野外調査とGISを組み合わせ

た体験型学習を実施し，その成果を紹介した．具体的には，

理科の教科を題材にフィールド学習におけるGIS活用の有用

性について考察した．  

日本では1990年代後半から学校でのGISを用いた教育の必

要性が議論されてきた．しかし，GISの知識や技術，環境を整

えられないために，学校の先生にとって容易に導入が進めら

れない現状がある．この状況を踏まえ，田村他論文では，学

校教育のICT化が進められ，デジタル教育が授業で実践されは

じめている今日，発表者らが開発した世界史や地理単元の電

子地図教材を題材に，デジタル教育の普及に伴うGIS教育の導

入と実施の可能性について論じた． 

尾野他論文では，発表者が開発した大学のGIS教育用空間分

析ソフトウェアSDAM for GeoWebのデータベース機能，可視化，

空間解析機能を紹介するとともに，計量地理学の授業におけ

る有用性について論じた．ウェブ上でGoogle Maps などの 

Geo API を活用し, サーバサイドではR言語などの空間分析

及び可視化処理をおこなうGeoWeb として動作させることで，

ソフトウェアのインストールを不要にするとともに操作性の

向上及び安定性の改善を実現した. 

 

 Session C-5 防災（被害予測）             

                     司会：小荒井 衛   

本セッションでは，４件の発表がありました． 

（株）バスコの小澤他の「地震発生時に道路閉塞の危険性

を伴う建築物の抽出手法の検討」では，地震により倒壊した

場合に敷地に接する道路の通行を妨げる恐れのある建物を，

DSM から自動処理で抽出する手法が報告されました．実用化

された場合には，非常に有用な技術だと思われます． 

東京大学の小川他の「地震時における広域火災被害評価の

ための推定建物構造データの開発」では，デジタル住宅地図，

デジタル電話帳データ，商業集積統計を組み合わせることで，

建物１棟１棟の耐火造・準耐火造・防火造や木造・非木造な

どの構造の推定を，広域スケールで可能なモデルが提案され

ました．推定精度にはまだ課題が残されていますが，これも

実用化されれば非常に有用な技術だと思われます． 

電気通信大学の大熊・山本の「住民参加による都市災害情

報の蓄積を目的としたソーシャルメディア GIS 構築」では，

SNS によって集められた災害情報と独自に作成した防災マッ

プをマッシュアップするソーシャルメディア GIS の設計を，

調布市を対象に行った結果が報告されました．自治体が公開

している防災マップを補完する意味で，有用なシステムだと

感じました． 

国土地理院の小荒井他の「地理空間情報を活用した自然災

害事前予測―東日本大震災を事例に―」では，東日本大震災

での津波災害，液状化災害，斜面災害を事例に，被害程度と

DEM，地形分類，土地利用などとをオーバレイ解析した結果か

ら，地理空間情報をどのように災害事前予測に活用可能かが

紹介されました．海岸沿いの微高地の土地利用の違いが後背

地の津波被害状況の違いをもたらしているなど，興味深い結

果が得られていました．朝一番のセッションであるにもかか

わらず約 50 名の参加者があり，どの発表にも会場から積極的

な質問やコメントがありなど，充実した内容のセッションで

した． 

 

 Session D-5 地域分析(1)                

                       司会：井上 孝   

このセッションでは，次の 5 件の報告が行われ活発な質疑

応答がなされました：「都市における隙間空間の特性」，「地域

名称の指す空間的領域に関する研究」，「情報サインと空間構

造の関係による安心度の評価手法」，「公共空間の方向性の抽

出方法」，「都市の規模別分布は順位規模法則と対数正規分布

モデルのどちらに適合するのか？―小地域人口統計と GIS に

よる検証―」． 

このうち，第 1，3，4 報告は，いずれも大阪工業大学の同

一研究室の院生を筆頭報告者とする，都市空間あるいは公共

空間のデザインに関するものです．これらの 3 本の報告は，

比較的共通した視点のもとで，これまであまり注目されてこ
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なかった空間上の事象（たとえば，第 1 報告の「隙間空間」

がその典型）を取り上げ，それらを再定義し，GIS の特長を

最大限に生かした精緻な分析（第 3 報告の天井境界の視覚認

知領域や第 4 報告の道路空間の開放度に関する分析）でそれ

らの事象の説明を試みたものです．3 本とも，都市空間デザ

インを専門としない者にとっても理解できる，たいへん興味

ある内容であり，都市計画や公共建築等の計画への応用が期

待できると思われます．ただし，先行研究に対してどの点が

オリジナリティなのかをもう少し主張していただければよか

ったと感じました． 

第 2 報告は，地名の指す空間的領域の広がりを豊島区住民

へのアンケートを行ったうえで GIS を用いて解明しようとし

た力作です．今後は，対象地域を豊島区以外にも拡張し理論

の一般化を目指していくことが大いに期待されます． 

最後の第 5 報告に対しては，GIS と小地域人口統計を用い

て独自の「都市人口」概念を提示した点に関心がもたれ，複

数の質問が寄せられました．結果として，小地域人口統計を

用いた分析における課題が共有され有意義な質疑応答となり

ました． 

 

 Session E-5 自然・環境                

                        司会：厳 網林  

本セッションでは５件の発表があった． 

橋本操は「ニホンジカ・ツキノワグマの生息分布の変化と

環境条件との関係」を分析した．市街地と農地の開発に伴い，

ニホンジカの生息に適する土地も拡大され，結果としてニホ

ンジカ・ツキノワグマが人里に入る機会を増やしたことがわ

かった． 

花島裕樹と木村克也は「古地形を考慮した沖積層基底面の

推定手法―東京湾臨海部を事例として」を発表した．従来，

沖積層基底面は地形図や航空写真による目視判読に頼ってい

た．本研究はボーリング調査データで３次元空間解析を行い，

中川流域の臨海部を対象にモデルを構築し，良好な結果を得

た． 

松本経他は「北海道東部河川におけるオオワシ・オジロワ

シ分布とシロザケ分布の関係」に関する観察結果を発表した．

冬期の知床半島においてオオワシ・オジロワシは河川を遡上

するシロザケを狙ってやってくると考えられた．冬期に凍ら

ない河川において両者の関係が確かめられた． 

大野陽一他は「緑景観の時空間分析」について発表した．

LiDAR を用いて紅葉樹種を抽出し，３D景観シミュレーション

を構築した．その結果を実地写真と比較し，シミュレーショ

ンの有効性を確認した． 

井上美恵子は「タンザニア・キリマンジャロ山における植

林活動と土地被覆変化の調査」を発表した．ランドサットを

使ってキリマンジャロ山腹，国定公園に接する村人の植林活

動を確認した．その結果，住民 NPO による自発的森林保全の

活動とその効果は政府に注目され，森林保全政策の見直しま

で至った． 

セッション会場には約３０名の参加者が現れ，活発に質問

と議論を交わした． 

 

 

 

 Session F-5 住居                       

                      司会：草野 邦明    

村上他論文では，近年の交通網の発達によるモビリティの

高まりから，時空間分布に着目して，居住者間の遭遇機会の

程度を確率分布として捉えた社会距離を定義し，分析を行い

ました．会場からは，社会距離の定義や二地点間の距離が一

致しないと仮定した場合の関係性などについて，活発に議論

が行われました．  

李他論文では，首都圏を対象に 500m メッシュの空間スケー

ルで，高齢人口，家族構成，住宅類型に関する変数を用いて

主成分分析，クラスター分析から居住地域の類型化を行い高

齢世帯の居住形態を明らかにするとともに，公共交通の利便

性と施設の充足度の差異を分析しました．公共交通の利便性

と施設の充足度に関しては，ターミナル駅，総合病院や専門

科などで重み付けを行っても興味深いと感じました． 

吉武他論文では，景観要素が住宅価格に与える影響を明ら

かにするため，ヘドニック回帰分析を用いて景観要素の評価

を分析しました．会場からは，音に関する指標や残差を考慮

する点など建設的な意見が多く示され，今後の研究の発展が

非常に期待されます． 

佐藤論文では，ニューファミリーが第 1 子を出産する割合

が高い神奈川県川崎市を事例として，その特性を分析しまし

た．その結果，30 歳前後で第 1子を設け，第 1子の成長また

は第 2子以降の誕生に合わせて，30 代後半で住居の変更に伴

う移動がみられることが示されました．  

丸谷他論文では，千葉県柏市を対象として，居住実態に関

するアンケート調査の結果を基に，因子分析を用いて，年齢

階層別および高齢者世帯別の居住満足度と定住意向を分析し，

さらにその要因を明らかにしました．今後，わが国における，

さらなる高齢化社会の進展が考えられる中で，本研究は，学

術的側面のみならず，行政の施策などの側面においても意味

があるものと考えられ，とても興味深い内容でした．  

草野他論文では，国勢調査小地域統計の 1995 年から 2010

年までの 4 時点に対して，人口および世帯の諸特性の分布と

その変化に着目して分析を行いました．その結果，東京都区

部のドーナツ化現象の緩和と 1 人世帯人口比の増加などが確

認されるとともに，各指標の変化傾向は，中心部から外側へ

拡大するものと，周辺部から中心部に拡大および割合が低下

するものに区分されることが明らかになりました． 

  

 特別セッションン(8)                   
  データセットが切り開く様々な領域           
       ～人の流れプロジェクトを通じて                   
                    オーガナイザー：関本 義秀  
近年，交通・防災・観光・マーケティングの分野などでは，

都市空間でダイナミックに変化する人々の流れを俯瞰したい

というニーズが官民問わず見られるようになってきています．

とくに携帯電話等の普及等でさらにリアルタイムでこうした

流動を知ることも可能になってきており，世界的にも大きな

トレンドとなっています． 

しかし，こうしたデータを大規模に得ようとすると，一般

的には高価で，簡単に入手することは難しい状況です．そこ

で本ワークショップでは，CSISの共同研究で提供してきた「人

の流れデータセット」を通じて，出てきた様々な研究アイデ
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なかった空間上の事象（たとえば，第 1 報告の「隙間空間」

がその典型）を取り上げ，それらを再定義し，GIS の特長を

最大限に生かした精緻な分析（第 3 報告の天井境界の視覚認

知領域や第 4 報告の道路空間の開放度に関する分析）でそれ

らの事象の説明を試みたものです．3 本とも，都市空間デザ

インを専門としない者にとっても理解できる，たいへん興味

ある内容であり，都市計画や公共建築等の計画への応用が期

待できると思われます．ただし，先行研究に対してどの点が

オリジナリティなのかをもう少し主張していただければよか

ったと感じました． 

第 2 報告は，地名の指す空間的領域の広がりを豊島区住民

へのアンケートを行ったうえで GIS を用いて解明しようとし

た力作です．今後は，対象地域を豊島区以外にも拡張し理論

の一般化を目指していくことが大いに期待されます． 

最後の第 5 報告に対しては，GIS と小地域人口統計を用い

て独自の「都市人口」概念を提示した点に関心がもたれ，複

数の質問が寄せられました．結果として，小地域人口統計を

用いた分析における課題が共有され有意義な質疑応答となり

ました． 

 

 Session E-5 自然・環境                

                        司会：厳 網林  

本セッションでは５件の発表があった． 

橋本操は「ニホンジカ・ツキノワグマの生息分布の変化と

環境条件との関係」を分析した．市街地と農地の開発に伴い，

ニホンジカの生息に適する土地も拡大され，結果としてニホ

ンジカ・ツキノワグマが人里に入る機会を増やしたことがわ

かった． 

花島裕樹と木村克也は「古地形を考慮した沖積層基底面の

推定手法―東京湾臨海部を事例として」を発表した．従来，

沖積層基底面は地形図や航空写真による目視判読に頼ってい

た．本研究はボーリング調査データで３次元空間解析を行い，

中川流域の臨海部を対象にモデルを構築し，良好な結果を得

た． 

松本経他は「北海道東部河川におけるオオワシ・オジロワ

シ分布とシロザケ分布の関係」に関する観察結果を発表した．

冬期の知床半島においてオオワシ・オジロワシは河川を遡上

するシロザケを狙ってやってくると考えられた．冬期に凍ら

ない河川において両者の関係が確かめられた． 

大野陽一他は「緑景観の時空間分析」について発表した．

LiDAR を用いて紅葉樹種を抽出し，３D景観シミュレーション

を構築した．その結果を実地写真と比較し，シミュレーショ

ンの有効性を確認した． 

井上美恵子は「タンザニア・キリマンジャロ山における植

林活動と土地被覆変化の調査」を発表した．ランドサットを

使ってキリマンジャロ山腹，国定公園に接する村人の植林活

動を確認した．その結果，住民 NPO による自発的森林保全の

活動とその効果は政府に注目され，森林保全政策の見直しま

で至った． 

セッション会場には約３０名の参加者が現れ，活発に質問

と議論を交わした． 

 

 

 

 Session F-5 住居                       

                      司会：草野 邦明    

村上他論文では，近年の交通網の発達によるモビリティの

高まりから，時空間分布に着目して，居住者間の遭遇機会の

程度を確率分布として捉えた社会距離を定義し，分析を行い

ました．会場からは，社会距離の定義や二地点間の距離が一

致しないと仮定した場合の関係性などについて，活発に議論

が行われました．  

李他論文では，首都圏を対象に 500m メッシュの空間スケー

ルで，高齢人口，家族構成，住宅類型に関する変数を用いて

主成分分析，クラスター分析から居住地域の類型化を行い高

齢世帯の居住形態を明らかにするとともに，公共交通の利便

性と施設の充足度の差異を分析しました．公共交通の利便性

と施設の充足度に関しては，ターミナル駅，総合病院や専門

科などで重み付けを行っても興味深いと感じました． 

吉武他論文では，景観要素が住宅価格に与える影響を明ら

かにするため，ヘドニック回帰分析を用いて景観要素の評価

を分析しました．会場からは，音に関する指標や残差を考慮

する点など建設的な意見が多く示され，今後の研究の発展が

非常に期待されます． 

佐藤論文では，ニューファミリーが第 1 子を出産する割合

が高い神奈川県川崎市を事例として，その特性を分析しまし

た．その結果，30 歳前後で第 1子を設け，第 1子の成長また

は第 2子以降の誕生に合わせて，30 代後半で住居の変更に伴

う移動がみられることが示されました．  

丸谷他論文では，千葉県柏市を対象として，居住実態に関

するアンケート調査の結果を基に，因子分析を用いて，年齢

階層別および高齢者世帯別の居住満足度と定住意向を分析し，

さらにその要因を明らかにしました．今後，わが国における，

さらなる高齢化社会の進展が考えられる中で，本研究は，学

術的側面のみならず，行政の施策などの側面においても意味

があるものと考えられ，とても興味深い内容でした．  

草野他論文では，国勢調査小地域統計の 1995 年から 2010

年までの 4 時点に対して，人口および世帯の諸特性の分布と

その変化に着目して分析を行いました．その結果，東京都区

部のドーナツ化現象の緩和と 1 人世帯人口比の増加などが確

認されるとともに，各指標の変化傾向は，中心部から外側へ

拡大するものと，周辺部から中心部に拡大および割合が低下

するものに区分されることが明らかになりました． 

  

 特別セッションン(8)                   
  データセットが切り開く様々な領域           
       ～人の流れプロジェクトを通じて                   
                    オーガナイザー：関本 義秀  
近年，交通・防災・観光・マーケティングの分野などでは，

都市空間でダイナミックに変化する人々の流れを俯瞰したい

というニーズが官民問わず見られるようになってきています．

とくに携帯電話等の普及等でさらにリアルタイムでこうした

流動を知ることも可能になってきており，世界的にも大きな

トレンドとなっています． 

しかし，こうしたデータを大規模に得ようとすると，一般

的には高価で，簡単に入手することは難しい状況です．そこ

で本ワークショップでは，CSISの共同研究で提供してきた「人

の流れデータセット」を通じて，出てきた様々な研究アイデ
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アに関する紹介や，今後のグローバルトレンドの中でどのよ

うに先進性を確保していくかについて，あるいは独自に取得

したデータによる研究分析などをオーガナイザー含め，３名

から話題提供を行いました．  

関本からは，2008 年から提供しているパーソントリップ調

査をベースにした「人の流れデータ」が現在 14 都市 16 調査

にわたっていることや，それらをベースにした共同研究事例

が約 30 件に達していることを報告しました．とくに最近は携

帯電話の GPS データによる研究事例などを報告するとともに，

世界的にもデータチャレンジなどで様々な人がアプリケーシ

ョンの提案，社会問題の解決などに活用していくことを考え

ていることを報告しました． 

また，上原（神戸大学大学院システム情報学研究科）から

は「時空間データマイニングの研究開発を通じて」というこ

とで，人の流れデータを用いた人の移動のクラスタリング，

移動頻出パターンの発見方法などを紹介頂きました．とくに

情報関係の分野で最近開発されている「Partion-and-Group

法」「Region-and-Trajectory-Matching 法」「単一グリッド法」

「階層グリッド法」などの先端的手法について詳細に説明頂

きました． 

さらに，矢野（立命館大学文学部）からは「大学生の通学

経路・手段の時空間分析」ということで，立命館大学衣笠キ

ャンパスで問題になっている始業時の自転車混雑問題に関し

て徒歩への転換を促進するために，GPS 等を用いた調査や，

インセンティブ付与による交通モード転換の実験について，

大変実践的で参考になる事例を紹介頂きました． 

 

 Session C-6 データベース構築(1)                               

                    司会：阪田 知彦   

張他（発表：澤田氏）による研究は，中国における地理空

間情報の整備や利活用の現状を織り交ぜながら，特に社会人

文系のデータ蓄積がやや遅れているという点を指摘し，それ

に対する取り組みに関する報告です．質疑では，データ更新

の程度や国際標準規格との関係などについて質疑が交わされ

ました． 

鍛治他による研究では，公共事業における図面管理のシス

テム開発（LMD）の一環で，ユーザビリティの向上を目的とし

たシステムの改良（LMD2）に関して，デモンストレーション

を交えた報告です．質疑では，対象としているユーザー層等

についての質疑が交わされました． 

糟谷他による研究では，膨大な時空間点データの解析にお

いて集積を検出する新たな手法の提案に関する報告です．質

疑では，計算時間，本手法で得られる集積領域の意味合い，

既存手法における自由度の意味合いと本手法との関係や，本

手法の適用を考えているデータ等についての質疑が交わされ

ました． 

鶴成他による研究では，鹿児島の富重干潟の地形特性を把

握するための，数々の測量や調査結果のデータベース化とそ

の解析事例に関する報告です．質疑では，干潟に対する測量

実施上の陸域での場合との相違や，年間等で増加する膨大な

データの管理方法に関しての質疑が交わされました． 

阪田他による研究は，日本測地系で整備されたメッシュ統

計データの世界測地系への変換ツールの試作と，同一時点の

新旧測地系による国勢調査と商業統計の基準地域メッシュを

用いた検証に関する報告です．質疑では，集計単位問題との

関係，1/2 地域メッシュコードのオフセットによる変換の実

用性等に関して質疑が交わされました． 

「ビッグデータ」という言葉に象徴されるように，近年，

多種大量のデータが整備・蓄積される中，それを如何に管理

し，解析などを通じて実用に持続的に活かすのかは非常に大

きな課題であると思います．本セッションの報告や質疑は，

そうした視点に対しての対応策として，示唆に富む有益な内

容であったと思います． 

 

 Session D-6 地域分析(2)                   

                    司会：稲坂 晃義   

本セッションでは計６件のご報告がありました．「地域分

析」セッションと一言に申しましても，景観，商業集積，施

設利用，食料需給，自転車 共同利用システムについてと，そ

こで扱われたテーマは多岐にわたり，活発かつ示唆的な議論

が展開されました． 

中嶋他によって，鉄道沿線の景観資源について，鉄道から

見える景観と鉄道が見える景観の両面からの検討について報

告されました． 

森他によって，八王子市を対象として，電話帳 データを実

態調査によって現況との整合性を確認したデータからバッフ

ァリングによって事業所の立地集積度を計測し，対象地域で

の集積の実態に ついて報告されました． 

井上他は，施設利用圏域の新たな定義手法として，大都市

交通センサスから割り出された各駅の利用者の居住地別利用

率を 用いて駅勢力圏を設定する手法が提案されました．その

実証分析としてフィットネスクラブの会員集客実績を用いて

手法の有意性について報告されました． 

田中他によって，食料（農産物）の生産地と消費地との間

の輸送実態を把握し，各品目の消費量と輸送量を考慮し，そ

れにかかる輸送費用を最小化する問題として定式化し，各地

域の地産地消率について報告されました． 

大谷他によって，自転車共同利用システム（BSS）について，

各ステーションの立地と需給を総合的に評価し，実際の計画

の時の最適規模を示すプログラムの提案について報告されま

した． 

 

 Session E-6 施設配置(1)                   

                    司会：若林 芳樹   

このセッションの 5 件は，医療・福祉分野における施設配

置分析に GIS を応用したものです．今後は少子化・高齢化の

進行とともに，こうした分野での GIS の利用も増大するもの

と思われます． 

烏山論文は，都道府県レベルでの助産師の分布からみた医

療資源の地域格差を分析した研究です．産科・産婦人科の医

師や病院の分布とも異なる特異な地域的分布がみられること

が示されましたが，今後はその要因分析やより詳細な単位地

区での検討が期待されます． 

目黒・古屋論文は，長野県と山口県を事例として，中山間

地域の医療アクセスについて緊急医療と日常的医療の両面か

ら GIS で分析を行った研究です．日常的医療については，地

域交通計画との連携の重要性が示唆されました．緊急医療に

ついては，住民向けとは別に訪問者向けの体制を検討する際
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に，その需要をどのように見積もるかに課題が残されている

ように思われます． 

相羽論文は，新潟県上越市を事例として，立地配分モデル

を用いて公的医療機関の最適配置を検討したものです．この

報告に対しては，採用する解の選定方法や高次の医療圏との

関係などについて質疑が交わされました． 

鎌田・長谷川論文は，新潟市の保育所を事例として，累積

機会測度に基づくアクセシビリティを計測する新しい方法を

提示したものです．この方法では，保育所への需要量と供給

量の総量が一致するよう調整を図った点に特徴があります．

これを新潟市に適用した結果，より現実的な保育アクセスを

捉えることが可能になっています． 

若林他論文は，保育に対する需要・供給の分布にカーネル

密度推定を適用し，ラスタ演算によって需給ギャップを視覚

化する方法を提示したものです．これを那覇市に適用した結

果，公的保育サービスの需給の地域的ギャップを民間の認可

外保育所が補完していることが示されました．これについて

は，補間方法の妥当性や通勤途中での送迎を加味した方法に

ついて質疑が交わされました． 

 

 Session F-6 移動行動分析(1)                                

                    司会：鈴木 英之   

本セッションでは，５件の発表が行われました．分析フレ

ーム構築のための基礎的調査から，実用研究における実験結

果の報告に至る幅広い発表を含んでいました． 

羽室他論文は，認証保育園の周辺環境評価のための準備的

リサーチとして，関係者に対する質問紙調査から得られた結

果を虚心坦懐に考察しました．保育園の園外活動について詳

細な空間的特性を得ることが出来ました． 

小銭他論文は，独創的な実験によって，自転車ナビ利用時

の行動分析を行いました．結果として，安全性および快適性

の見地から自転車ナビの改善に有用な実用的インプリケーシ

ョンを得ることが出来ました． 

天海他論文は，自転車道の整備基準を検討するために，自

転車道整備状況データを事故発生データや WEB サービスデー

タと比較する等の分析を行いました．多様な走行環境に応じ

た整備事業の必要性を示唆しました． 

見生他論文は，バス経路探索サービスの利用履歴データを

用いた利用者行動分析システムの開発を行い，実際のバス利

用データとの照合を行い，有意義な分析結果が得られたこと

が報告されました．また当該研究のサービス分野への応用可

能性についても示唆されました． 

鈴木他論文は，人の流れデータを用いた買物行動の分析を

行いました．買物行動の特徴とショッピングセンターの計画

収益との関連性を示しました．当該データの買物行動分析に

おける有用性も示されました． 

 

 特別セッション(9)                        
 震災時の経験を基にした GIS を用いた行政支援の可能性   
                     オーガナイザー：畑山 満則  

本特別セッションは，防災 GIS 分科会企画の特別セッショ

ンです．防災 GIS 分科会では，これまで，阪神・淡路大震災・

中越地震・東日本大震災において自治体の災害対応業務の支

援活動を行ってきましたが，これまで，それらの知見を今後

起こるであろう巨大災害にどのように生かしていくのかにつ

いて，まとまった議論ができていませんでした．そこで，本

セッションでは，過去に外部専門家として災害対応の支援活

動を展開したことのある，浦川先生（兵庫県立大）と防災 GIS

分科会の主査である畑山（京大防災研）より話題提供を行い，

その後に，会場を交えたディスカッションを行いました． 

浦川先生からは，「広域災害発生に着目した，被災自治体の

効果的な災害対応遂行を支援するための地理空間情報・GIS

の活用」と題して，中越地震時の小千谷市，中越沖地震時の

柏崎市，東日本大震災時の相馬市の事例をもとに話題提供が

なされ，被災自治体を支援する専門家には，「次に何が起こる

のかを予測できる」，「被災自治体の状況（情報処理面等の状

況）を正しく把握できる」，「適用技術を判断できる」，「関係

者と協力し，実行できる環境，体制を整備できる」等多くの

能力が求められることとなることが指摘されました． 

畑山からは「災害前に GIS の利用が積極的でなかった自治

体での災害対応支援」と題して，東日本大震災での栃木県那

須烏山市の事例をもとに，話題提供が行われ，求められる情

報システムの要求分析の重要性，特に災害時の外部支援とし

て行われる場合には「平常時の延長でどこまでできるのか」，

「いつまで利用すると考えてシステム設計するのか」も考慮

することが必要であることが指摘されました． 

会場からは，このような活動経験のある専門家を広く紹介

するようなことを考えてはどうかというご意見をいただき，

今後，自治体分科会や国土地理院などと実現に向けて検討す

ることとなりました． 

 

 Session B-7 自治体 GIS                  

                    司会：碓井 照子   

このセッションは，自治体 GIS に関する最後のセッション

であり，5 件の発表がありました．その内訳は，携帯型情報

端末によるシステム開発が 2 件，自治体 GIS 管理運用手法が

1 件，参加型 GIS に関する研究が 1 件，東日本大震災関連の

自治体 GIS に関する１件でした． 

小型 PC タブレットをはじめ，携帯端末の利活用は最近の自

治体 GIS の一つの特徴ですが，本発表でも震災時の被害情報

の現地調査支援ツール（「建築物の現地調査に求められる携帯

型情報端末の機能要件」（石井儀光他 6名）や，道路維持管理

の現場支援システムの「道路維持管理の現場利用を考慮した

台帳管理システムの開発」（坂本大介他 3 名）など，スマート

フォンやタブレット端末などの高機能な携帯端末の普及で自

治体 GIS にモバイル化の傾向が見らます．また，自治体 GIS

の管理運用にプロジェクトマネジメントの手法を取り入れて，

その効率化を図ろうとする新しい自治体ＧＩＳ運用論も研究

されつつあります．（「地方自治体における GIS 導入へのプロ

ジェクトマネジメント手法適用の検討」(林典之他３人)） 

今一つの自治体 GIS においてその重要性が増しているのが，

参加型 GIS ですが，今井修は，研究の蓄積から「気づきマッ

プによる持続的参加型 GIS 活動」において気づきマップのモ

デル化を試みています．最後の発表「東日本大震災地域にお

ける自治体 GIS の実態と災害復興計画基図を利活用した基盤

地図情報の整備・更新」（碓井照子）は，東日本大震災時にお

ける自治体 GIS の利活用調査の報告と災害復興計画基図を利

活用した基盤地図情報の更新モデルに言及しています． 
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に，その需要をどのように見積もるかに課題が残されている

ように思われます． 

相羽論文は，新潟県上越市を事例として，立地配分モデル

を用いて公的医療機関の最適配置を検討したものです．この

報告に対しては，採用する解の選定方法や高次の医療圏との

関係などについて質疑が交わされました． 

鎌田・長谷川論文は，新潟市の保育所を事例として，累積

機会測度に基づくアクセシビリティを計測する新しい方法を

提示したものです．この方法では，保育所への需要量と供給

量の総量が一致するよう調整を図った点に特徴があります．

これを新潟市に適用した結果，より現実的な保育アクセスを

捉えることが可能になっています． 

若林他論文は，保育に対する需要・供給の分布にカーネル

密度推定を適用し，ラスタ演算によって需給ギャップを視覚

化する方法を提示したものです．これを那覇市に適用した結

果，公的保育サービスの需給の地域的ギャップを民間の認可

外保育所が補完していることが示されました．これについて

は，補間方法の妥当性や通勤途中での送迎を加味した方法に

ついて質疑が交わされました． 

 

 Session F-6 移動行動分析(1)                                

                    司会：鈴木 英之   

本セッションでは，５件の発表が行われました．分析フレ

ーム構築のための基礎的調査から，実用研究における実験結

果の報告に至る幅広い発表を含んでいました． 

羽室他論文は，認証保育園の周辺環境評価のための準備的

リサーチとして，関係者に対する質問紙調査から得られた結

果を虚心坦懐に考察しました．保育園の園外活動について詳

細な空間的特性を得ることが出来ました． 

小銭他論文は，独創的な実験によって，自転車ナビ利用時

の行動分析を行いました．結果として，安全性および快適性

の見地から自転車ナビの改善に有用な実用的インプリケーシ

ョンを得ることが出来ました． 

天海他論文は，自転車道の整備基準を検討するために，自

転車道整備状況データを事故発生データや WEB サービスデー

タと比較する等の分析を行いました．多様な走行環境に応じ

た整備事業の必要性を示唆しました． 

見生他論文は，バス経路探索サービスの利用履歴データを

用いた利用者行動分析システムの開発を行い，実際のバス利

用データとの照合を行い，有意義な分析結果が得られたこと

が報告されました．また当該研究のサービス分野への応用可

能性についても示唆されました． 

鈴木他論文は，人の流れデータを用いた買物行動の分析を

行いました．買物行動の特徴とショッピングセンターの計画

収益との関連性を示しました．当該データの買物行動分析に

おける有用性も示されました． 

 

 特別セッション(9)                        
 震災時の経験を基にした GIS を用いた行政支援の可能性   
                     オーガナイザー：畑山 満則  

本特別セッションは，防災 GIS 分科会企画の特別セッショ

ンです．防災 GIS 分科会では，これまで，阪神・淡路大震災・

中越地震・東日本大震災において自治体の災害対応業務の支

援活動を行ってきましたが，これまで，それらの知見を今後

起こるであろう巨大災害にどのように生かしていくのかにつ

いて，まとまった議論ができていませんでした．そこで，本

セッションでは，過去に外部専門家として災害対応の支援活

動を展開したことのある，浦川先生（兵庫県立大）と防災 GIS

分科会の主査である畑山（京大防災研）より話題提供を行い，

その後に，会場を交えたディスカッションを行いました． 

浦川先生からは，「広域災害発生に着目した，被災自治体の

効果的な災害対応遂行を支援するための地理空間情報・GIS

の活用」と題して，中越地震時の小千谷市，中越沖地震時の

柏崎市，東日本大震災時の相馬市の事例をもとに話題提供が

なされ，被災自治体を支援する専門家には，「次に何が起こる

のかを予測できる」，「被災自治体の状況（情報処理面等の状

況）を正しく把握できる」，「適用技術を判断できる」，「関係

者と協力し，実行できる環境，体制を整備できる」等多くの

能力が求められることとなることが指摘されました． 

畑山からは「災害前に GIS の利用が積極的でなかった自治

体での災害対応支援」と題して，東日本大震災での栃木県那

須烏山市の事例をもとに，話題提供が行われ，求められる情

報システムの要求分析の重要性，特に災害時の外部支援とし

て行われる場合には「平常時の延長でどこまでできるのか」，

「いつまで利用すると考えてシステム設計するのか」も考慮

することが必要であることが指摘されました． 

会場からは，このような活動経験のある専門家を広く紹介

するようなことを考えてはどうかというご意見をいただき，

今後，自治体分科会や国土地理院などと実現に向けて検討す

ることとなりました． 

 

 Session B-7 自治体 GIS                  

                    司会：碓井 照子   

このセッションは，自治体 GIS に関する最後のセッション

であり，5 件の発表がありました．その内訳は，携帯型情報

端末によるシステム開発が 2 件，自治体 GIS 管理運用手法が

1 件，参加型 GIS に関する研究が 1 件，東日本大震災関連の

自治体 GIS に関する１件でした． 

小型 PC タブレットをはじめ，携帯端末の利活用は最近の自

治体 GIS の一つの特徴ですが，本発表でも震災時の被害情報

の現地調査支援ツール（「建築物の現地調査に求められる携帯

型情報端末の機能要件」（石井儀光他 6名）や，道路維持管理

の現場支援システムの「道路維持管理の現場利用を考慮した

台帳管理システムの開発」（坂本大介他 3 名）など，スマート

フォンやタブレット端末などの高機能な携帯端末の普及で自

治体 GIS にモバイル化の傾向が見らます．また，自治体 GIS

の管理運用にプロジェクトマネジメントの手法を取り入れて，

その効率化を図ろうとする新しい自治体ＧＩＳ運用論も研究

されつつあります．（「地方自治体における GIS 導入へのプロ

ジェクトマネジメント手法適用の検討」(林典之他３人)） 

今一つの自治体 GIS においてその重要性が増しているのが，

参加型 GIS ですが，今井修は，研究の蓄積から「気づきマッ

プによる持続的参加型 GIS 活動」において気づきマップのモ

デル化を試みています．最後の発表「東日本大震災地域にお

ける自治体 GIS の実態と災害復興計画基図を利活用した基盤

地図情報の整備・更新」（碓井照子）は，東日本大震災時にお

ける自治体 GIS の利活用調査の報告と災害復興計画基図を利

活用した基盤地図情報の更新モデルに言及しています． 
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本セッションは，大会最後のセッションでしたが，最近の

自治体 GIS の新潮流を反映した発表が多く，各発表に質問が

必ずあり学会員のこの分野における関心の高さが伺えました． 

 

 Session C-7 データベース構築(2)            

                    司会：嘉山 陽一   

本セッションでは 4件の発表がありました 

雨宮他論文では東京都特別区を例として犯罪に関する小地

域時系列犯罪データを利用した時空間分析を行った例を紹介

しました.警視庁が公開している市区別・町丁目別・罪種手口

別刑法犯認知件数をデータ入力し位置情報ポリゴンとリンク

させました.このデータを用いた時空間分析を行い,このよう

なデータベース構築の応用可能性を示しました. 

川村他論文は建物の用途と延床面積を利用して下水道の汚

水流量推定を行ったものです.住宅地図の建物データベース

に目視調査結果を加えて用途,階数,延床面積を算出したもの

を作成しました.このデータベースで建物用途別に推定方法

を調整して下水流量推定方法を調整し,実績値と比較して妥

当な推定方法を作成しました.本推定方法の検証の継続と他

地域への適用可能性が予定されているそうです. 

森田他論文ではウズベキスタンの首都タシケント地域の水

マネジメントモデルを構築するために土地利用図,土壌図,植

生分布図をはじめとした地理空間データベースを構築した事

例が紹介されました.データベース構築のため ASTER や ALOS

等の衛星画像や米国国防省やウズベキスタン政府が公開され

ているデータをどう加工したかを示し,今後のデータベース

整備の予定を述べています. 

嘉山論文は WFS(Web Feature Service)で大量のデータをリ

アルタイムに扱うことの困難さがあることに注目して,サー

バのデータをクライアントコンピュータ上のローカルデータ

ベースにキャッシュすることでその問題の補完ができないか

という試行について述べています.ローカルデータベースと

してオープンソースの空間データベース管理システムである

Spatialite の利用可能性を試行し,WFS から取得したデータ

を Spatialite に格納する手法の検討を行っています. 

 

 Session D-7 可視化                                

                     司会：藤田 晴啓   

可視化セッションでは，地域間流動データの視覚化，時間

毎の商業集積および人口流動変化の可視化といった計量的な

研究の発表から，車椅子利用者用のまちなかガイドマップ表

示システムの開発，さらには国村絵図から街道の変遷を可視

化した歴史まちあるきガイドマップ，また，明治時代の旅行

記を GIS 上に再現するといった人間科学・人間デザイン的な

研究まで広い分野の発表とディスカッションが行われた． 

D7-１：歩行時の利用を考慮した３次元ユニバーサルデザイ

ンマップの試作 

車椅子利用者が街中で移動する場合，事前のウォークスル

ーおよびルート案合のシミュレーションは実際の移動時の大

きな情報となる．３次元マップを移動時スマートフォンで操

作し，アノテーションによるバリア情報表示の機能試験を行

いシステム改良を行った． 

D7-2：井上円了歴史旅行データベース 

明治時代の哲学者・教育者・思想家であった井上円了は３

回の世界一周視察旅行を行った．この 100～120 年前の旅行記

を現代文に改め，GIS による旅行ルートおよび見聞の可視化

を行った．文章で読むには難解な旅行記を項目毎に整理し，

訪問日と訪問地点を地図上に表することにより，理解度が向

上した． 

D7-3：地域間流動の視覚的表現法に関する研究 

地域間流動データの視覚化を試みる手法として，近傍グラ

フ応用による主要辺の抽出法が提案され，全国幹線旅客純流

動調査データに近傍グラフによる抽出結果が示された．さら

に，地理的位置関係を保持したまま近接した 2 地域の重なり

を回避するグラフ配置手法についても提案がなされた． 

D7-4：時間による商業地域の形状変化と商業地域内におけ

る流動人口変化の可視化 

Web から抽出した店舗および営業時間データから東京都心

部の時間別商業集積の変化を可視化した．その結果，時間毎

の商業集積の形状変化が地理的に明らかとなり，さらに GPS

ログデータによる受信ポイントを人口流動して商業集積との

関連付けを行った． 

D7-5：絵図を基にした弥彦～新潟間のまちあるきマップの

作成について 

弥彦～新潟間の北陸道の時代変遷を江戸～昭和時代の国絵

図，村絵図，地図等の資料から策定し，時代毎のルートを現

地調査も含め検証した．その情報をもとに弥彦～新潟間のま

ちあるき広域マップを絵図調のイラストマップとして作成し，

まちあるきの目標物，見所ポイント，山並み，河川，田畑，

公共施設等もデフォルメして作図した． 

 

 Session E-7 施設配置(2)                 

                     司会：後藤 寛   

施設配置２セッションでは，さまざまなタイプ・スケール

の空間配置問題へのアプローチ方法やデータの用い方の提案

が報告されました．国際物流の機関分担予測，公共施設や都

市計画道路あるいは商業施設の需要予測，居住地評価などさ

まざまでした． 

青木報告では既存の集計データでは不十分なスケールの地

域空間統計を補完する方法としてのマイクロジオデータにつ

いての評価，それが自治体の施設配置計画に利用可能である

ことの検証が報告されました． 

渡部報告では高規格道路網の整備を見越した東南アジア諸

国間の交通機関分担および拠点施設配置についての検証結果

が報告されました． 

庄田報告では大都市圏の既成市街地における都市計画道路

を災害時の避難経路としての面からみた評価モデルについて

の提案と検証結果が報告されました． 

栗原報告では大都市圏に居住する高齢者の居住満足度がど

のように説明されるかについての大規模アンケート調査に基

づく分析結果が報告されました． 

後藤報告では大都市圏における商業集積の分布についての

考察と，その解釈についての提案が報告されました． 

このように報告内容は既存データの新たな活用方法，新し

いタイプのデータの精度予測，アンケート調査に基づくデー

タセットの作成など多岐にわたりましたが，そこに共通する

のは個々の研究対象を超えて具体的な社会現象を空間分析す

る際に発生する諸課題の解決への提案であり，そのようなノ
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ウハウを地道に積み上げていくことこそが GIS が社会の要請

に応えるために必要とされるものと思われます． 

 

 Session F-7 移動行動分析(2)              

                      司会：鳥海 重喜   

薄井他論文では，パーソナルビークルの安全性や挙動を定

量的に評価することを目的として行われた，スマートフォン

に搭載されている３次元加速度センサなどを用いた利用者の

制動状況の分析結果について報告がありました．質疑では，

被験者の制動特性を考慮するために，ジャイロスコープ値の

絶対値だけに着目するのではなく，平均的な挙動からの差分

に注目してはどうかというコメントがありました． 

李他論文では，集団に属するある個体に対する，他の個体

の相対的な行動を視覚化することにより，個体間相互関係の

直感的な表現を試みた結果について報告がありました．質疑

では，鳥の群れには役割分担があることが知られており，知

見が重ねられていることから参考になるのではないかとのコ

メントがありました． 

秋山他論文では，東京都を対象として，商業集積統計に携

帯電話の GPS ログから取得した大人数の移動データを組み合

わせて導出した，商業地域ごとの訪問者数，吸引力などの商

業地域の人流特性に関する報告がありました．質疑では，個々

の移動データから推計される自宅の位置について，プライバ

シーの観点から議論が行われました． 

奥野他論文では，北海道小樽市を対象とした観光客の回遊

行動について，対象地域の土地利用と関連づけた分析結果の

報告がありました．質疑では，土地利用データに関して地域

ごとに集計するのではなく，観光客の歩行ルートに沿って活

用してはどうか，滞在時間などの時間情報も活用してはどう

か，というコメントがありました． 

鳥海論文では，全世界を対象とした航空旅客便のフライト

スケジュールデータを利用して，旅客の空間的な移動と時間

の経過を明示的に表す時空間ネットワークに関する報告があ

りました．質疑では，空港における滑走路などの設備情報と

関連づけた分析の可能性などについて議論が行われました． 

 

 ハンズオンセッション(1)                  
   R で GIS                       
                          講師：星田 侑久   
「R で GIS ハンズオンセッション」は 15 名の方に参加いた

だきました．参加者は 20 代から 50 代，民間・自治体・大学・

学生にまたがり幅広かったです．ハンズオンについておもし

ろかった，というお声も多数いただきました．オーガナイザ

ーの準備不足により時間が若干おしてしまったところもあり

ましたが，Rで空間データを扱えること，また，Rでどのよう

な事ができるかを体験いただけたと思います．これを機に空

間分析や空間統計といった分野に興味を持つ人が増えればう

れしいです．今後もいろんなハンズオンを企画して参ります

のでよろしくお願いします！  

 

 ハンズオンセッション(2)                 
   第 1 回マイクロジオデータ講習会            
                          講師：秋山 祐樹  

今回 GIS 学会にて初めてハンズオンセッションを開催させ

て頂きました．昨年に引き続き今年も GIS 学会内でマイクロ

ジオデータに関する特別セッションを開催し，「マイクロジオ

データ」への認識もかなり高まりつつあることを感じます．

一方でマイクロジオデータを実際に触ってみたい，分析方法

を学びたい，といった要望も聞かれ始めたため，今回のハン

ズオンセッションを開催する運びとなりました．初めてのハ

ンズオンセッション，外部からの講師の招請，更に遠隔地で

の開催とあって，準備に手間取ったり演習中に GIS ソフトが

落ちてしまったりなどの不具合にも見舞われましたが，参加

者アンケートの集計によると参加者の多くに満足して頂けた

ようです． 

特にマイクロジオデータが研究でも使えそうだ，今後も使

ってみたい，具体的にこんな研究に使えそうだ，といった声

が聞けたのは開催した甲斐があったというものです．一方で

GIS ソフトの不具合を何とかして欲しい，思っていたよりも

難易度が高かった，もっと高度な手法も扱って欲しい，など

の要望も寄せられ，今後の講習会の内容を考えていく上で大

きな糧となりました． 

なお今後もマイクロジオデータを用いた講習会を開催して

いきたいと考えています．  
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 選考報告                                  

             学会賞選考委員会委員長 関根 智子  

 

2012 年度学会賞は，学会賞委員会で慎重に審査を行い受賞

候補者を理事会に推薦し，理事会の承認を経て，次の研究奨

励部門 2件，教育部門 1件の受賞となりました． 

 敬称略 

 

研究奨励部門 

齋藤 仁（東京大学空間情報科学研究センター） 

秋山 祐樹（東京大学地球観測データ統融合連携研究機構） 

 

教育部門 

山本 靖（新潟県立新発田南高等学校） 

 

受賞理由は，次の通りです． 

研究奨励部門の齋藤仁氏は，FOSS4G をネットワークに接続

せずにフィールドで使えるようにした Web-GIS パッケージの

開発，気象データから土砂災害を監視予測するシステムのプ

ロトタイプである SWINGsystem の開発などの一連の研究が，

自然環境分野における観測・分析・予測手法として大変有用

であり，自然環境分野での GIS 研究を十分推進している点や，

社会的に求められている防災のための災害予測システムに貢

献している点などが高く評価されました．また，「GIS-理論と

応用」に 3編，「地理情報システム学会講演論文集」に 5編と，

短期間に多くの論文・研究発表をしており，将来性が期待さ

れます． 

秋山祐樹氏は，ＧＰＳオートログ，エージェントモデル，

人の流れから算出される滞在時間の分析，電話帳情報などの

新しいデータの入手可能性に意欲的に取り組んでおり，都市

における主に商業活動の状況を，時空間都市データとして整

備する手法，および，それらを分析するいくつかの応用分析

手法を提案している点が高く評価されました．多くの研究発

表に参加しており，今後の活躍が期待されます． 

教育部門の山本靖氏は，教育において，GIS を単なる地図

ソフトウェアの実習とせずに GIS の知識・技術を教えるだけ

でなく，消費者行動モデル，多変量解析による分類手法，地

理的加重回帰などの空間分析手法を組み合わせて有意な結論

を導いている点や，地理情報システム学会の高校生による初

めての研究発表を行い学会の発展に貢献した点などが高く評

価されました．これらの一連の成果は，高等学校における GIS

教育の先進的モデルと考えられ，GIS 教育の関心や普及に貢

献しただけではなく，GIS 教育の可能性を示しています． 

 

なお，受賞者には，10 月 13 日の懇親会で，賞状と記念品

が贈られました．審査にご協力いただきました理事・学会賞

委員の皆様をはじめ，関係各位に感謝を申し上げます． 

 

 

 

 

 学会賞研究奨励部門受賞                    

     齋藤 仁（東京大学空間情報科学研究センター）  

この度は，地理情報システム学会賞（研究奨励部門）とい

う名誉ある賞をいただき，大変光栄に存じます．推薦してい

ただいた方，審査を担当された学会賞選考委員の皆様，そし

てこれまで研究に励ましをいただいた皆様に厚くお礼を申し

上げます． 

私は東京都立大学理学部地理学科でGISと出会い，当時わず

かな知識ながらも，GISの面白さやその可能性に心が躍ったこ

とを覚えています．その後，データマイニングの一つである

decision-tree modelsを用いた斜面崩壊の危険度評価や，斜

面崩壊の発生と降雨イベントとの関係，斜面崩壊を引き起こ

す降雨のリアルタイムモニタリングに関する研究を行ってき

ました．首都大学東京大学院を修了後は，東京大学空間情報

科学研究センターにて日本や台湾などの湿潤変動帯における

斜面崩壊の発生に関して，GISを用いて地形学や気象・気候学

の観点から研究を行っています．またオープンソースのGIS

アプリケーション群であるFree and Open Source Software 

for Geospatial Applications（FOSS4G）についても興味を持

ってきました．近年のGISの進歩は目覚ましく，災害を引き起

こすような自然現象を把握・分析し，減災・防災のための対

策を立て実行していくうえでのGISの有効性は疑う余地はあ

りません．一方で，この分野においてGISの潜在能力が十分に

発揮されているとは言えません．GISをより積極的に活用する

ことによって，例えば斜面崩壊という自然現象を理解し，土

砂災害の減災・防災に活用できる余地が，まだたくさん残っ

ています．今後も常に最先端のGISの理論・技術を習得し，斜

面崩壊をはじめとした地形学や自然災害に関する研究に応用

できるように精進してまいります． 

この度，地理情報システム学会誌「GIS－理論と応用」での

論文発表と学術大会での発表を評価していただけたことは，

今後研究を進めていくうえでの大きな励みとなり感謝してお

ります．これまでの研究は，私一人で成し得たものではなく，

共著者やご支援いただいた方々のおかげです．この賞は，共

著者やご支援いただいた方々にも授与されたものだと思って

おります．また「研究奨励部門」の名のとおり，今後の私の

研究活動に期待されて授与されたものだと理解しております．

今後もより一層研究に励み，微力ながらもGISの発展に貢献し

ていく所存です．今後ともご指導ご鞭撻の程，よろしくお願

い致します． 

 

 学会賞著作部門受賞                      

 秋山 祐樹（東京大学地球観測データ統融合連携研究機構）  

この度，第 21 回地

理情報システム学会

賞（研究奨励部門）を

受賞しましたのでご

報告いたします． 

まずはこれまでご

指導頂きました諸先

生方には厚く御礼申

し上げます．よもや私

がこのような賞を頂

けるとは思ってもいませんでしたので，受賞が決まった時に

平成 24 年度 学会賞 
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は喜びよりも驚きの方が大きく，授賞式に際しても未だ充分

な実感が湧いていなかったというのが正直な感想です．そし

て今，こうして受賞報告を書くに至って，ようやく自分が本

当に学会賞を受賞したんだ，という実感が湧いてきていると

ころです． 

私が取り組んでいる研究では，様々な空間データ・統計デ

ータを収集・加工して新しい空間データを開発したり，それ

を実現する手法を開発したりする内容が多くなっています．

またそうして実現したデータを用いた分析も行なっています．

これまで存在しなかった新しいデータの実現とその応用技術

は，GIS に関連した様々な領域に横断的に貢献できるものと

考えています．この賞を励みに今後も更なる研究の発展と，

GISを通じて様々な学問領域の発展に貢献していく所存です．

今後とも皆さんのご指導，ご鞭撻のほどよろしくお願い申し

上げます． 

 

 学会賞教育部門受賞                                

          山本 靖（新潟県立新発田南高等学校）  

この度は，2012 年度

地理情報システム学会

賞「教育部門」受賞と

いう最高の栄誉を賜り，

大変光栄に思っており

ます.今回のこの受賞

は生徒の実践，地理情

報システム学会や会員

の皆様方のご支援の賜

だと思っております. 

生徒達と学会での発表に向かって，毎日向き合ってまいり

ました.高校生でもできるということを彼等は実感し，自信に

も繋がったと思います.授業では教えない高度な手法もすぐ

に習得します.今までに何回か生徒達の発表をサポートして

参りましたが，いつも新鮮で私自身も大変勉強になりました. 

現代の若者は私と違ってパソコンには小さいときより慣れ

ておりますので，GIS を学習するには条件が整っていると思

います. 

振り返りますと，思い出されるのはゲリラ豪雨の中でのフ

ィールドワーク，また，35℃の中でのフィールドワークやエ

アコンのないパソコン教室でのプレゼンの練習等過酷な環境

での研究です.フィールドワークは大変だったですが終わっ

た後の達成感を生徒達も味わったと思います. 

地域に出向いてこそ，地域が抱える問題を身近に捉えるこ

とができ，また聞き取り調査により地域の方々とのコミュニ

ケーションも図れます.今年のフィールドワークや聞取り調

査におきましては行政の方が休みを返上して耕作放棄地等へ

案内してくれました.この場をお借りしまして感謝を申し上

げるとともにフィールドへ生徒を出す教育的意義も教えられ，

また生徒達が地域に支えられていることを痛感させられまし

た. 

生徒達の様々な実践は自ら学会で情報発信することにより

高校における空間情報科学の確立へと繋がるものと思われま

す. 

さらに彼等自身の大学での研究にも活かされ，私自身は高

校生より自治体へ政策提言が行えるような研究をもサポート

できたらよいと願っております.さらに将来の研究者の基礎

を作ってやることができたらよいとも思います. 

残念ながら新潟県では GIS が未だ認知されているとは言い

難い状況がございます.この現状を打開することが今後の私

の使命だと思っております.南空間情報科学（mSIS）研究会の

生徒達とともに新たな地域的課題に挑戦し，空間情報科学を

進化させたいと思っております. 

こうした一連の活動がさらなる GIS の普及や地理情報シス

テム学会，また高校教育の振興に繋がることを祈念し，今後

も研鑽を積んで参りたいと思いますので何卒ご指導の程，宜

しくお願い申し上げます. 

地理情報システム学会や会員の皆様方の益々のご発展を祈

念して御礼といたします. 

 

 

 

 

 大会選考優秀賞選考報告                 

             学会賞選考委員会委員長 関根 智子  

学生の発表を奨励し，発表の質の向上を図るため 2005 年か

ら設けられた大会優秀発表賞は，今年度は 41 件の発表に対し

て，以下 8名の受賞者を決定しました． 

 

敬称略/セッション順 

川瀬 純也（首都大学東京） ／ 羽田野 真由美（東京大学） 

笹尾 知世（東京大学） ／ 田村 賢哉（奈良大学） 

大野 陽一（大阪工業大学） ／ 丸谷 和花（東京大学） 

大谷 真史（大阪府立大学工業高等専門学校） 

羽室 早瑛（首都大学東京） 

 

審査方法は，セッション司会者と，会場内で発表を聴講し

ていた審査員とが，「研究内容」，「発表の工夫」，「発表態度」，

「質疑応答」，「予稿の出来」の 5 項目（1 項目 5 点満点）を

採点します．項目別の得点に「1」が無いこと，合計得点が

20点以上であることを原則として授賞の推薦を受けた候補者

は，学会賞委員会での協議，理事会の承認を経て，閉会式で

の受賞発表となりました． 

事前の準備もさることながら，発表当日の工夫や態度での

得点が，受賞を左右する傾向にあるのは，例年のとおりです． 

なお，受賞者には，別途，賞状が贈られました．審査にご

協力いただきました司会者・審査員の皆様をはじめ，関係各

位に感謝を申し上げますとともに，増加する学生会員による

研究発表の更なる質の向上を期待しております． 

 

 

 

 

 ポスターセッション賞選考報告              

             学会賞選考委員会委員長 関根 智子  

今年度よりポスターセッションの活性化をはかるため，新

しく学会賞としてポスターセッション賞を設けました．当初，

最優秀賞 1 件，優秀賞 2 件を予定していましたが，全体的に

発表内容のレベルが高いため，学会賞委員会で協議した結果，

次の 4件の受賞となりました． 

第８回大会優秀発表賞 

第１回ポスターセッション賞 
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は喜びよりも驚きの方が大きく，授賞式に際しても未だ充分
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「質疑応答」，「予稿の出来」の 5 項目（1 項目 5 点満点）を

採点します．項目別の得点に「1」が無いこと，合計得点が

20点以上であることを原則として授賞の推薦を受けた候補者

は，学会賞委員会での協議，理事会の承認を経て，閉会式で

の受賞発表となりました． 

事前の準備もさることながら，発表当日の工夫や態度での

得点が，受賞を左右する傾向にあるのは，例年のとおりです． 

なお，受賞者には，別途，賞状が贈られました．審査にご

協力いただきました司会者・審査員の皆様をはじめ，関係各

位に感謝を申し上げますとともに，増加する学生会員による
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第８回大会優秀発表賞 

第１回ポスターセッション賞 

16

 

GISA-NL No.84 (2012/12/20) 

 

 敬称略（代表者所属）「ポスタータイトル」 

佐藤港・磯田弦（東北大学） 

「人口停滞期における小地域レベルの将来人口推計につい

て」 

森本健弘（筑波大学） 

「耕作放棄の分布とその変化-2010 年農林業センサスを用い

て-」 

小荒井衛・岡谷隆基・神谷泉（国土地理院） 

「つくば市における竜巻被害に関する写真判読と地理情報解

析」 

金杉洋・関本義秀・黒川茂莉・渡邉孝文・村松茂樹・柴崎亮

介（東京大学） 

「GPS 履歴を教師とした携帯電話基地局通信履歴に基づく個

人行動の分析」 

 

審査方法は，ポスター発表に関与していない理事および学

会賞委員（9 名）と，来場者の投票（57/350 票）による得点

比率を 6対 4 として，「ポスターの表現力」，「ポスターの研究

内容」，「発表者の質疑応答」等を審査しました．さらに，学

会賞委員会での協議，理事会の承認を経て，閉会式での受賞

発表となりました． 

審査では，GIS を使用した応用研究に対して評価が高くな

る傾向が見られました．今後，ポスターの研究を論文として

投稿していただくことを期待しております． 

なお，受賞者には，別途，賞状が贈られました．審査にご

協力いただきました理事・学会賞委員の皆様をはじめ，関係

各位に感謝を申し上げます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お詫び】 

「特別（7）：日本学術会議の地理基礎・歴史基礎必修化の

提言と学校における GIS 教育」のセッション報告については

次号に掲載いたします． 

 

 

 

■ GISEEについて             [太田 守重] 
この称号は GIS Expert Emeritus（GIS 名誉上級技術者）の

略称です．GISCA では GISE（GIS Expert: GIS 上級技術者）

の認定及び GIS 教育の認定を行っていますが，それに加えて，

GIS 分野で長年顕著な功績を残された方々に GISEE の称号を

贈呈しており，これまで 13 名の方々がこの称号を得ています．

この称号は主に GIS 学会及び連携学協会からの推薦を受け，

既に GISEE になっている方々を交えた審査委員会を組織し，

審査の上，贈呈するものです．既に関連学協会には推薦の依

頼をしており，2013 年の春には，決定する予定です．なお，

11 月 5日現在の GISE の数及び教育認定件数は以下のとおり

です． 

上級技術者数 230 名 （登録者数）

名誉上級技術者数 13 名  

教育認定件数 31 件  
 

 

■ 北海道支部                     [橋本 雄一]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道大学では毎年「サステナビリティ・ウィーク」とし

て多くのシンポジウムやセミナーなどを集中して開催する期

間を設けており，北海道支部もその企画として10月17日（水）

に北海道大学学術交流会館大講堂にて「地理空間情報が拓く

未来Ⅳ―防災GISとハザードマップ―」（北海道大学文学研究

科，国土地理院北海道地方測量部，北海道GIS・GPS研究会，

NPO法人Digital北海道研究会と共催）を開催しました． 

まず，特別講演として高見芳彦氏（北海道総務部危機対策

局）が北海道の防災対策について，新しい津波浸水想定など

を用いて解説し，続いて永山透氏（国土地理院北海道地方測

量部）が地域防災の取り組みを支援するための情報提供につ

いて，志村一夫氏（株式会社シン技術コンサル）がハザード

マップ作成に関する自治体の事例について説明しました．さ

らに，小川富之氏（札幌市幌北第3町内会）には地理空間情報

を用いた町内会の防災活動についてお話しいただきました． 

これらの発表を受けて，大学の立場から深田秀実氏（小樽

商科大学社会情報学科）がハザードマップの自立的作成に関

【支部報告】 

【委員会報告】 

ポスターセッション

風景 

地理空間情報が拓く未来Ⅳ 

―防災 GIS とハザードマップ― 
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するプロジェクトマネジメント手法を紹介し，最後に橋本が

新しい太平洋沿岸の津波浸水想定などを用いた分析結果や，

防災GISとハザードマップに関する成果と課題について話し

ました． 

当日は研究者，自治体職員，学生など180名以上の参加があ

り，防災へのGIS活用についての関心の高さがうかがわれまし

た．本支部は，今後も様々な企画を行ってまいりますので，

会員の皆様のご支援をお願い申し上げます． 

■ 九州支部                       [三谷 泰浩]  

11月1日，GIS DAY in 九州2012特別講演会が福岡市で開催

されました．参加者119名と盛況な講演会となりました．今回

は，新たに策定された「地理空間情報活用推進基本計画」に

ついて，国，地方自治体，学，民間それぞれの立場から，議

論することを目的に，国土地理院九州地方測量部 林孝氏，

輪島市建設部都市整備課 宇羅良博氏，アジア航測株式会社 

住田英二氏による地理空間情報活用に関するご講演をいただ

き，講演者および福岡県測量設計コンサルタンツ協会 横山

巌氏をパネラーとして，九州大学 三谷泰浩氏の司会のもと

パネルディスカッションを行いました． 

この講演会を通じて，GIS，地理空間情報を扱うユーザーが

基本計画への取組を様々な角度から検討することができ，今

後の方向性について活発な意見交換を行うとともに，参加者

の親睦を図ることができました．九州のGISに対する熱意が伝

わってくるすばらしい講演会を開催することができました．

来年2月3日にも，支部主催のGISの講演会を開催する予定です．

九州の会員の皆様も奮ってご参加ください． 

 

■ 関西支部                       [田中 一成]  

前回のNews Letter第83号で実施予定としていました，『平

成24年度GIS上級技術者会議in KANSAI』の報告です．2012年8

月18日（土）にGIS資格認定協会主催により，立命館大学朱雀

キャンパスにて開催されました．「GIS教育と人材育成」をテ

ーマに，学会元会長の奈良大学碓井照子氏，学会前会長の大

阪工業大学吉川眞氏，そして学会副会長の立命館大学矢野桂

司氏による講演が行われました．GIS上級技術者を対象とした

この会議は，首都圏に次ぐGIS上級技術者を擁する関西圏にお

いて27名の参加者を得て初めての開催となりました．各講演

のあと予定時刻を越えての質疑応答が行われ，その後の懇親

会まで活発な議論が続きました． 

2012年11月16日（金）に薬業年金会館にて，第13回の『関

西地域GIS自治体意見交流会』を開催しました．昨年度にひき

続き“関西Ｇ空間フォーラム”と題する関西地区のGIS関係団

体が一堂に会して開催するフォーラムの一環として，当学会

関西支部が主催するものです．産・官・学の合計163名の参加

を得ての開催となりました．第一部（午前）を国土地理院近

畿地方測量部と社団法人日本測量協会関西支部が共催する

『測量技術講演会』とする“合同シンポジウム”の，第二部

（午後）として実施しました．「地理空間情報活用推進基本

計画と自治体GIS」をテーマに，吉川眞地理情報システム学会

関西支部長の挨拶を筆頭に，大阪府の徳永隆行氏，兵庫県豊

岡市の大津区久司氏，福井県大野市の寺西智哉氏，そして滋

賀県琵琶湖環境科学研究センターの東善広氏，合計4名の講師

から自治体GIS利用の具体的な事例にかんするわかりやすい

講演が行われました．さらに，“合同シンポジウム”の第三

部として実施した宇治市の青木和人氏のコーディネートによ

るパネルディスカッションでは，第一部の講師から国土地理

院の政春尋志氏にも加わっていただいた合計５名のパネラに

より，地理空間情報活用推進基本計画と自治体GISについて，

会場を交えて積極的な意見交換が行われました． 

さらに，関西支部が主催しております『GIS上級技術者教育

講座（GISブラッシュアップ・セミナー）』は，第８回を2012

年9月29日（土）に「身近なGIS」をテーマとして実施しまし

た．一般社団法人日本気象協会の山本規代氏，国際航業株式

会社の溝淵真弓氏，あっとクリエーション株式会社の黒木紀

男氏の３名の講師によって31名の参加を得て開催しました．

今回も，さまざまな専門で活躍する専門家による活発な議論

が行われました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自治体分科会              [青木 和人] 
2012年11月22日（木）に大学コンソーシアム大阪にて，GIS

資格認定協会の教育認定プログラム「第15回 自治行政情報懇

話会」が開催されました． 

自治行政情報懇話会は自治体分科会が主催するものでは 

ありませんが，自治体行政に関する課題に対して，地理空間 

情報による解決のために，国・地方自治体・民間・市民がお

『GIS 上級技術者教育講座 

（GIS ブラッシュアップ・セミナー）』会場風景 

『関西地域 GIS 自治体意見交流会』 

合同シンポジウム・パネルディスカッション 

【分科会報告】 
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するプロジェクトマネジメント手法を紹介し，最後に橋本が

新しい太平洋沿岸の津波浸水想定などを用いた分析結果や，

防災GISとハザードマップに関する成果と課題について話し

ました． 

当日は研究者，自治体職員，学生など180名以上の参加があ

り，防災へのGIS活用についての関心の高さがうかがわれまし

た．本支部は，今後も様々な企画を行ってまいりますので，

会員の皆様のご支援をお願い申し上げます． 

■ 九州支部                       [三谷 泰浩]  

11月1日，GIS DAY in 九州2012特別講演会が福岡市で開催

されました．参加者119名と盛況な講演会となりました．今回

は，新たに策定された「地理空間情報活用推進基本計画」に

ついて，国，地方自治体，学，民間それぞれの立場から，議

論することを目的に，国土地理院九州地方測量部 林孝氏，

輪島市建設部都市整備課 宇羅良博氏，アジア航測株式会社 

住田英二氏による地理空間情報活用に関するご講演をいただ

き，講演者および福岡県測量設計コンサルタンツ協会 横山

巌氏をパネラーとして，九州大学 三谷泰浩氏の司会のもと

パネルディスカッションを行いました． 

この講演会を通じて，GIS，地理空間情報を扱うユーザーが

基本計画への取組を様々な角度から検討することができ，今

後の方向性について活発な意見交換を行うとともに，参加者

の親睦を図ることができました．九州のGISに対する熱意が伝

わってくるすばらしい講演会を開催することができました．

来年2月3日にも，支部主催のGISの講演会を開催する予定です．

九州の会員の皆様も奮ってご参加ください． 

 

■ 関西支部                       [田中 一成]  

前回のNews Letter第83号で実施予定としていました，『平

成24年度GIS上級技術者会議in KANSAI』の報告です．2012年8

月18日（土）にGIS資格認定協会主催により，立命館大学朱雀

キャンパスにて開催されました．「GIS教育と人材育成」をテ

ーマに，学会元会長の奈良大学碓井照子氏，学会前会長の大

阪工業大学吉川眞氏，そして学会副会長の立命館大学矢野桂

司氏による講演が行われました．GIS上級技術者を対象とした

この会議は，首都圏に次ぐGIS上級技術者を擁する関西圏にお

いて27名の参加者を得て初めての開催となりました．各講演

のあと予定時刻を越えての質疑応答が行われ，その後の懇親

会まで活発な議論が続きました． 

2012年11月16日（金）に薬業年金会館にて，第13回の『関

西地域GIS自治体意見交流会』を開催しました．昨年度にひき

続き“関西Ｇ空間フォーラム”と題する関西地区のGIS関係団

体が一堂に会して開催するフォーラムの一環として，当学会

関西支部が主催するものです．産・官・学の合計163名の参加

を得ての開催となりました．第一部（午前）を国土地理院近

畿地方測量部と社団法人日本測量協会関西支部が共催する

『測量技術講演会』とする“合同シンポジウム”の，第二部

（午後）として実施しました．「地理空間情報活用推進基本

計画と自治体GIS」をテーマに，吉川眞地理情報システム学会

関西支部長の挨拶を筆頭に，大阪府の徳永隆行氏，兵庫県豊

岡市の大津区久司氏，福井県大野市の寺西智哉氏，そして滋

賀県琵琶湖環境科学研究センターの東善広氏，合計4名の講師

から自治体GIS利用の具体的な事例にかんするわかりやすい

講演が行われました．さらに，“合同シンポジウム”の第三

部として実施した宇治市の青木和人氏のコーディネートによ

るパネルディスカッションでは，第一部の講師から国土地理

院の政春尋志氏にも加わっていただいた合計５名のパネラに

より，地理空間情報活用推進基本計画と自治体GISについて，

会場を交えて積極的な意見交換が行われました． 

さらに，関西支部が主催しております『GIS上級技術者教育

講座（GISブラッシュアップ・セミナー）』は，第８回を2012

年9月29日（土）に「身近なGIS」をテーマとして実施しまし

た．一般社団法人日本気象協会の山本規代氏，国際航業株式

会社の溝淵真弓氏，あっとクリエーション株式会社の黒木紀

男氏の３名の講師によって31名の参加を得て開催しました．

今回も，さまざまな専門で活躍する専門家による活発な議論

が行われました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自治体分科会              [青木 和人] 
2012年11月22日（木）に大学コンソーシアム大阪にて，GIS

資格認定協会の教育認定プログラム「第15回 自治行政情報懇

話会」が開催されました． 

自治行政情報懇話会は自治体分科会が主催するものでは 

ありませんが，自治体行政に関する課題に対して，地理空間 

情報による解決のために，国・地方自治体・民間・市民がお

『GIS 上級技術者教育講座 

（GIS ブラッシュアップ・セミナー）』会場風景 

『関西地域 GIS 自治体意見交流会』 

合同シンポジウム・パネルディスカッション 
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互い対等な立場で情報共有・意見交換することを目的に，定

期的・継続的に開催されていますので，ご紹介します。（自

治行政情報懇話会の趣旨，これまでの活動につきましては，

http://gissoken.org/news-jichijoho.html をご覧くださ

い） 

今回は，兵庫県立大学の有馬昌宏教授が，災害時の自助に

関する取り組みについて，自主防災組織の単なる組織化でな

く，機能化を公の補助・支援のもとに実施しておくことが，

復興準備計画などを含めた事前復興準備を効果的に行うこと

につながるとの内容の講義がおこなわれました． 

また，大阪市危機管理室の松本室が，大阪市における防災

の取り組みについて話題提供されました。これらを受けて参

加されている自治体職員と発表者とで，災害時における公助

と自助について，地理空間情報を活用した方策について積極

的な意見交換と意見集約が行行われました． 

 

 

 

 

■ 年末年始の事務局の閉室について 
年内の事務局業務は，12 月 21 日（金）17 時までです． 

年明けは，1 月 7日（月）午前 10 時から通常業務となり

ます． 

みなさま，良いお年をお迎えください． 

■ 変更届等について 
ニューズレター等配送物の送付先，住所や所属先，メー

ルアドレスの変更等は，ご自分ですることが出来ます．学

会ホームページの会員専用ページから，お早めにお願いし

ます． 

https://www.gisa-japan.org/member/login.php 

なお，ご退会希望の際は確認事項がありますので，まず

は事務局までご連絡ください．今年度一杯での退会希望の

方は，2013 年 3 月末日までの手続き完了が必要です． 

 

■ 学会ホームページやメールニュースへの掲載ご
希望の方へ 

学会ではイベントや公募等のお知らせを，ホームページ

に掲載する他，個人会員向けメールニュースでも配信して

います．学会ホームページのトップページでもご案内して

いますので，そちらを参照の上，事務局までお申込み下さ

い．現在，掲載料等は無料です． 

http://www.gisa-japan.org/news/request.html 

また，フェイスブックやツイッターでもご案内すること

ができます．こちらはもう少し肩の力を抜いたものです．

掲載ご希望の方は，事務局までお問い合わせください． 

 

■ 会議の場所をご提供します 
分科会（SIG），委員会，支部など，学会活動に関する

ことで会議をしたいが場所が無い…という方は，事務局

までお申し出ください．事務局が入居している学会セン

タービルの地下に，貸会議室があります．予約制ですの

で，お早目にお問い合わせください． 

料金：無料 

時間：月曜日から金曜日の 10：00～17：00 

注意：インターネットのご利用は出来ません 

 

■『GIS-理論と応用』掲載料の徴収について 

（2010 年 5 月 15 日総会・理事会決定） 

2011 年度 1月以降に投稿された論文から，以下の掲載

料を徴収いたします．掲載料は採用決定者の方のみ生じ

ますが，ご理解の上，投稿をお願いいたします． 

○ 論文（原著，展望，データ，ソフトウエア） 

1 件 30,000 円 

○ 研究技術ノート 1 件 20,000 円 

○ 評論，解説等 1 件 10,000 円 

※ 依頼原稿については，掲載料の必要はありません． 

 

また，掲載標準ページを超過した場合等に生じる料金

を，同様に 2011 年 1 月以降に投稿された論文から，以

下のように改めます． 

○ 超過ページ料金 15,000 円／頁（現在 10,500 円） 

○ カラー刷り料金 35,000 円／ 

刷り上がりの裏表 2頁分（現在 31,500 円） 

○ 別刷り代 現行より 20％程度値上げ 

 

【事務局からのお知らせ】 
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（2口）NTT情報開発㈱

（1口）アイエニウェア・ソリューションズ㈱，アクリーグ㈱，朝日航洋㈱，アジア航測㈱，いであ㈱，㈱インフォマティクス，ESRIジャパン㈱，㈱NTTネオメイト，

愛媛県土地家屋調査士会，応用技術㈱，大阪土地家屋調査士会，オートデスク㈱，㈱オオバ，かごしまGIS・GPS技術研究所，㈱かんこう，関東甲信越東海GIS技術研究会，

㈶岐阜県建設研究センター，九州GIS技術研究会，協同組合くびき野地理空間情報センター，近畿中部北陸GIS技術研究会，㈱こうそく，幸陽測量設計㈱，国際航業㈱，

国土情報開発㈱，㈱古今書院，寿精版印刷㈱， GIS総合研究所いばらき，㈱GIS関西，ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱，㈱JPS，㈱ジオテクノ関西，㈱ジオプラン，

㈱ジャスミンソフト，㈱昭文社，㈱ジンテック、㈱数理システム，㈱ゼンリン，㈱谷澤総合鑑定所，玉野総合コンサルタント㈱，中四国GIS技術研究会，テクノ富貴㈱，

東北GIS技術研究会，㈱ドーン，内外エンジニアリング㈱，長野県GIS協会，にいがたGIS協議会，日本エヌ・ユー・エス㈱，日本情報経済社会推進協会，日本スーパーマップ㈱，

㈶日本測量調査技術協会，日本土地家屋調査士会連合会，㈶日本地図センター，パシフィックコンサルタンツ㈱，㈱パスコ，東日本総合計画㈱，北海道GIS技術研究会，

㈱マップクエスト，㈱松本コンサルタント，三井造船システム技研㈱，㈱三菱総合研究所，三菱電機㈱，ヤフー㈱，㈶リモート･センシング技術センター

自治体会員：（1口）大阪府高槻市役所，大阪府豊中市役所，経済産業省特許庁，総務省統計局統計研修所，長野県環境保全研究所，福岡県直方市

20


